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１．調査の背景及び目的 

 
  産業観光は、新しいタイプの旅行形態（ニューツーリズム）の１つとして注目されている。

従来の自然景観や社寺等の観光名所を見てまわるこれまでの観光とはやや異なり、産業観光は

最先端技術や伝統産業、産業遺産などを「観て学ぶ」「体験して学ぶ」という学習型の観光で、

知的好奇心を満足させるものである。目的意識を持った観光客が集う傾向が強いため、受け入

れ側が明確なコンセプトを示せば、意識の高い国内外の観光客を呼び寄せることが可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  工場見学（ここでの「工場」とは、現役稼働中の施設を指す）は産業観光の重要な一要素で

ある。その特徴として、以下の点があげられる。 
    ①来訪者が日常ではみられない巨大設備等を目の当たりにすることにより、驚きや感動

を覚える。 
    ②来訪者が日常で使用する製品を目の当たりにし、あるいは触れることにより、製品及

びそれを製造する工場（企業）への親近感が増す。 
    ③飲料品に代表されるように、工場で作られた出来たての製品をその場で来訪者に提供

することが可能で、工場見学ならではの付加価値を生み出すことができる。 
  これらはいずれも「楽しみ」や「満足」につながる要素であり、観光の本質を表すものであ

る。このため、工場を舞台とする産業観光は今後も重要性を増してくると推測される。 
  そのためにも、見学受け入れのための仕組みづくりが必要である。来訪者を楽しませる仕組

みづくりの必要性は言うまでもないが、その雰囲気を醸成させるための安全対策や基盤整備

（バリアフリー等の施設関連、駐車場やアクセス手段等の交通関連、資料整備やガイド養成・

活用など）も不可欠である。但し、これらを実行するには費用がかかり、受け入れ施設の負担

が増すため、慎重な対応が求められる。さらに、一連の事業を独立採算で実施する場合には、

人件費を含めた運営コストの負担方法に対しても考慮が必要である。 
  このため、本調査では、既に全国で産業観光に取り組んでいる工場施設の情報を収集し、事

例集としてとりまとめることにより、今後、産業観光を実施する工場施設に対し、安全対策等

諸課題への対処に際しての参考資料とすることを目的とする。 
 
 
 

産業観光の要素及び種類（例） 

産業観光 

観て学ぶ 

体験して学ぶ 

・施設（工場、資料館、建築物、産業遺構・遺産など） 
・街なみ（商店街、街道）、地域（工場集積群、農山漁村）

・農林水産業・鉱業（田植え、底引き網、砂金採りなど） 
・製造・ものづくり（工業製品、食品加工など） 
・商業・サービス業（販売、接客など） 
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２．調査内容 

 
  本調査における主な調査内容は以下である。 
 
  ①先進事例の選定 

    既存資料等をもとに、製品種別及び分析視点を考慮しつつ、全国の見学受け入れ工場の

事例を 48 施設取り上げた。 

    ●消費者購入に直結するもの（Ａ分類） 

      Ａ－１ 衣類・織機類（縫製工場など） 

      Ａ－２ 食品・飲料類（調味料等を含む） 

      Ａ－３ 食品・飲料に関わる容器類（ビン、缶、ペットボトル、ラップ、陶器など） 

      Ａ－４ 生活・衛生用品類（歯磨き、トイレタリーなど、直接体に触れるもの） 

      Ａ－５ 住生活類（家具、机、楽器、置物など、電化製品を除く） 

      Ａ－６ 電化製品類（テレビ、ＤＶＤ、ステレオ、パソコン、ロボットなど） 

      Ａ－７ 自動車製品類（自動車組み立て工場など） 

      Ａ－８ ライフライン類（ガス、電気、水道など） 

      Ａ－９ その他（新聞など） 

    ●消費者購入に直結しないもの（Ｂ分類） 

      Ｂ－１ 素材加工類（製鉄、製紙、石灰など） 

      Ｂ－２ 化学・石化類（ベンゼン、ナフサ、プラスチックなど） 

      Ｂ－３ 梱包加工類（ビニール袋、ナイロン袋、段ボールなど） 

      Ｂ－４ 機械・設備類（航空、鉄道、造船など） 

      Ｂ－５ 部品・精密機械類（半導体、微細部品など） 

      Ｂ－６ 町工場（小規模工場の集積地など） 

      Ｂ－７ その他（リサイクル工場など） 

 

  ②分析の視点の設定 

    本調査では、今後工場見学に参加する施設への情報提供を目的としており、特に重要と

思われる運営面（安全性、見学プログラム、ガイド活用、事業化）を中心に情報収集を行

った。 
    ●見学者等への安全対策 
      ・事前予約・確認の有無－来訪者の確認、確実な対応、情報漏洩防止 
      ・種別による対応状況－製品内容・装置等により、安全策の傾向が異なる 
         例）食品・飲料品の場合－衛生管理（見学コース、体験・試食など） 

         電気・機械類の場合－危険回避（見せ方、体験操作など） 
    ●見学内容・お客様への対応 
      ・見学受け入れ日・時間－利便性の考慮 
         例）休日対応など 
      ・見学プログラムの内容－楽しさ・快適さの追求 
         例）対象とする客層、レクチャー内容、パンフレット・資料の整備、

看板等の設置、ガイドによる案内の有無、体験・体感の有無、工場

内移動手段など 
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      ・バリアフリー対応－お客様の無差別化 
         例）トイレ、スロープ、車椅子、点字、補助など 
    ●見学のための仕組みづくり 
      ・ガイド養成・調達状況－工場・施設に対する理解・認知のための向上策 
         例）専属ガイドの有無（雇用状況）、ガイド育成方法、ボランティアガイド（Ｏ

Ｂを含む）の活用など 
      ・交通手段・設備の確保－気軽に立ち寄れる施設に 
         例）駐車場の有無、他の駐車場施設との提携、最寄り駅等へのアクセスなど 
    ●見学事業の運営方法 
      ・見せる対象や“見せる”ことに対する意義－なぜ見学事業を行うのか 
         例）技術の伝承、将来の後継者育成など 
      ・採算性に対する考え方－見学事業の位置づけ 
         例）本来事業（製造）との一体運営方式（広報費用としての扱い）、見学事業

の独立採算性（有料化）など 
 
  ③情報収集 

    本調査では、以下の２通りの方法で情報収集を行った。 
 
    ●ヒアリング調査（現地調査） 
      ①において選定した 48施設のうち、特に進んだ先行事例として５施設を取り上げ、

現地において担当者にヒアリング調査を実施した。 
      先行事例施設 
       ・キユーピー（株）五霞工場（種別Ａ－２：茨城県五霞町） 
       ・アサヒビール（株）神奈川工場（種別Ａ－２：神奈川県南足柄市） 
       ・ヤマハ（株）本社（グランドピアノ）工場（種別Ａ－５静岡県浜松市） 
       ・トヨタ会館及び工場（種別Ａ－７：愛知県豊田市） 
       ・ＪＦＥスチール（株）東日本製鉄所）（種別Ｂ－１：千葉県千葉市） 
    ●アンケート調査 
      先行事例を除く 43 施設については、以下の要領でアンケート調査を実施した。 
      アンケート調査概要 
       ・対象施設 ：43 施設 
       ・質問項目 ：前述の「分析の視点」を中心に項目を作成 
       ・送付・回収：ＦＡＸにてアンケート送付・回収（事前に電話にて依頼） 
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３．先行事例 

 
 本調査で扱った先行事例には、それぞれ以下の特徴がみられる。 
 
 事例① キユーピー（株）五霞工場 
   ・工場を家庭の台所の延長とする「オープンキッチン」の考え方により、誰でも見学を受

け入れている。 
   ・しっかりとした見学通路を設けることにより、安全性に配慮している。 
   ・ガイド役としては、現場の臨場感を伝えるためにも、あえて専属ガイドを置かず、社員

が兼務する。 
 事例② アサヒビール（株）神奈川工場 
   ・最高水準の品質管理を行っている。 
   ・環境対策に前向きであり、要望があれば環境に関するコーナー（エコ・フォレストコー

ナー）での時間を十分に取るなど、柔軟に対応している。 
   ・土日は製造ラインが止まっているが、見学の受け入れは行っている。 
 事例③ ヤマハ（株）本社（グランドピアノ）工場 
   ・体調の優れないお客様への配慮（おしぼり、給茶器、常備薬の設置など）、小さな子供連

れのお客様への配慮（ベビーカーの用意）など、細部に渡りお客様を第一に捉えている。 
   ・料金はお客様からいただくのではなく、「会社の商談の場として提供するための費用（会

社負担）」と捉えている。これに対する会社上層部の理解もあり、創業者の心構え・意

志が引き継がれている。 
   ・地元行政（浜松観光コンベンションビューローなど）が積極的にバックアップしており、

企業と行政が良好な関係を築いている。 
 事例④ トヨタ会館及び工場 
   ・見学者の情報管理が進んでいる。今後はさらに厳しい管理が求められることとなる。 
   ・ガイドはもちろん、企業ＰＲ部の担当者が定期的にコースチェックを行い現場担当者の

意見を聞くなど、常に見学事業の改善に努めている。 
   ・他の工場見学施設に比べ外国人客数が多いため、外国人向けの対応が充実している。 
 事例⑤ ＪＦＥスチール（株）東日本製鉄所 
   ・「見学センター」を設け、見学者への対応をここで集約している。 
   ・見学コースを設定するうえで、「どこまで見せたら楽しんでもらえるか」「貴重な技術を

どこまで見せられるか」を常に念頭に置いて対応している。 
   ・千葉市内の小学５年生の副読本としての扱いを念頭に、全員にパンフレットを配布する

など、見学の受け入れに積極的である。今後も、旅行会社とのタイアップ等を行うなど、

見学の拡大に向けた様々な方策の検討を行う予定である。 
 
  各施設の取りまとめ結果を次ページ以降に示す。 
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キユーピー（株）五霞工場のある茨城県五霞町は、埼

玉県と千葉県に接する県東部に位置する。関東平野に属

し、町の周囲を利根川、江戸川、中川等の河川に囲まれ

るなど、豊かな自然に恵まれている。基幹産業は農業だ

が、東京都心に近いという立地条件もあり、町内には大

小の工場が多く集積している。

五霞工場は1972年に操業を開始した。同社では全国

に９つの工場を有するが、当工場はそのなかで最大の敷

地面積を誇る。五霞工場ではマヨネーズ及びドレッシン

グの製造を行っており、マヨネーズは５つのサイズ、ド

レッシングは38種類を扱っている。

同社では、工場を家庭の台所の延長であるという「オ

ープンキッチン」の考え方に基づき、1961年から工場

見学を実施している。そのため、当工場での見学事業

は、操業を開始した1972年から継続して行っている。

受け入れ対象に制限はなく、2007年度の利用者数は約

１万９千人であった。町では小学校３年生の社会科見学

の一環として工場見学を扱っていることもあり、最も多

い客層は学生団体となっており、次いで家族連れ、女性

グループの順である。リピーターも学生団体が多い。

事例① 種別：Ａ－２
名称：キユーピー（株） 五霞工場

－ 「オープン・キッチン」の考え方で見学に取り組む工場 －

制限なし

約19,000人

学生団体、家族連れ、女性グループ

基本的にはしっかりとした見学通路が設けられているの

で、危険性はそれほどないが、安全対策として下記項目を

実施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の２ヶ月

前から１週間前まで予約を受け付けており、予め人

数、連絡先、代表者名、連絡先などをうかがってい

る。

なお、誰でも受け入れる「オープンキッチン」の考

え方に基づき、業界団体などを除き、見学目的は聞い

ていない。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝えている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設け、立入区域に制限を課し

ている。また、見学コースや見学箇所等のチェックは

都度行っており、清掃・点検も十分に実施している。

このほか、写真撮影箇所に制限を加えている。

全て要

事前説明、ガイド案内中

立入区域、写真撮影箇所

見学コースのチェック、清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①工場概要説明（5分）

②ＰＲビデオ（15分）

③製造ライン見学（40分）

④試食（15分）

最初に、ミーティングルームにおいて、五霞工場の概

要やマヨネーズの成分や効能等に関する説明を受け、続

いてPRビデオが上映される。通常は一般向けのビデオが

用いられるが、子供が多い時は子供向けのビデオが用い

られる。

一連の概要説明が終わると、いよいよガイドの案内に

従い、工場へと向かう。その途中に通る渡り廊下の窓か

らは、広い敷地を見渡すことができる。工場に入ると、

ドレッシングの充填作業、割卵機の稼働の様子、マヨネ

ーズの充填作業及び梱包作業の順に見学する。各工程で

は、単に見学するだけでなく、実物を用いたマヨネーズ

容器の構造の解説、模型を用いた割卵機の動作の解説な

どが行われ、製造工程に対する理解を一層深めることが

できる。

最後に、工場見学が終了すると、同社製品のマヨネー

ズやドレッシングを用いたサラダの試食に移る。試食会

場ではこのほか、同社で取り扱っているミネラルウォー

ターなどもふるまわれるなど、同社製品を堪能すること

ができる。

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般、子供）、ビデオ（一
般、子供）、模型、製品陳列

ビデオ（英語・中国語）

車椅子対応トイレ、スロープ、階段昇降機

一連の見学コースは全て徒歩での移動となる。工程見

学は、食品の衛生面に配慮し、見学通路よりガラス越し

に行う。工場のユニホームを着用した案内担当者が概要

説明から試食までの一連のプログラムをこなしており、

現場の雰囲気がつぶさに伝わってくる。

見学のポイントは、マヨネーズの製造及び割卵の様

子、環境問題への取り組み、野菜摂取の必要性（子供向

け）である。なかでも、１分間に600個の卵を割る割卵

機は大変興味深く、複数の機械が同時に稼働する姿は見

応え十分である。また、見学後に試食が行えるのは、９

つの工場のうち当工場のみである。製品は健康面に配慮

されているため、子供達も十分に楽しむことができる。

このような工場見学ならではの楽しみ（試食）を満喫で

きることも、当工場の見学の魅力となっている。
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット、メデ

ィア（取材）等で行っている。今後の取り組みについて

は、現状と同程度の内容・規模で実施する計画である。な
お、来客促進策として、イベント（エコ探検隊、夏休み親

子見学ツアー）を開催している。

最後に、当工場のＰＲポイントとして、環境保全への対

応があげられる。ゴミの細かな分別、廃棄物の100％再資

源化、コ・ジェネレーションシステムの導入、敷地内での

ビオガーデンの設置等、環境に関わる様々な取り組みが行

われており、自然や地域への配慮が十分になされている。

工場見学だけでなく、環境学習として訪れる学校・団体も

多い。広大な敷地の中で、自然に触れながら、環境問題を

考えつつも、子供から大人まで楽しめる点が、当施設の最

大の特徴である。

ＨＰ・パンフ、メディア（取材）

現状と同程度

神奈川県南足柄市怒田1223

車の場合　：東名高速・大井松田ＩＣより約15分
電車の場合：箱根登山鉄道大雄山線大雄山駅から

路線バスで約10分
小田急線新松田駅から路線バスで約
20分

0465-72-6270

要予約

年中無休（年末年始、特定休日を除く）

09:30～15:00
30分おき１日12回実施、見学所要時間は合計90
分

あり

無料

※アサヒビール（株）ホームページより一部引用

当工場の案内係はガイド専属の社員が行う。全部で15人

おり、ガイド１人あたり最大50人に対応する。見学は同時

に２名から150名までとなっており、１団体につき最大で

ガイド３人が対応する。ガイド１人あたりのお客様の人数

が多い場合には、マイクを使って説明することもある。
ガイド養成方法については、入社後に全国の９工場と合

同での新入社員研修プログラム（１週間）に参加し、接客

や社会人の心得などを学ぶ。その後、工場での実地研修

（教育担当者を客に見立てた研修）が行われ、細部に至る

までチェックを受ける。このほか、英語研修などもあり、

外国人客への対応にも努めている。

社員（専属）

社内（研修、指導）

当施設では、学校への教育の場の提供、製造工程をみせ

ることによる「本物」の迫力の体感、地域貢献、自社製品

のＰＲ等を目的に見学事業を実施している。見学にかかる

事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様への

負担は求めず、料金は無料にしている。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

アサヒビール神奈川工場
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見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①見学概要の説明（来客会館）

②工場内見学

③来客会館見学（任意）

　「工場見学」ではフレームを本体に収める工程から整

音までの工程を見学する。戦前からこの地に工場を構え

ており、現在では周辺部の開発も進んでいるため、敷地

はやや手狭であるといえる。そのなかに設置されている

見学通路を通り、ガイドの案内に従いながら見学を行

う。作業員との距離は非常に近いため、現場の迫力が直

に感じられる。

「来客会館」では多種類の楽器の新製品を演奏すること

ができる。このように、見学から体感（楽器演奏）に至

るまでこの工場内で楽しむことができるのが大きな特徴

である。

当工場の見学で最も特徴的と言えるのは、訪れた人は

皆共感できると推察される、ガイド及び従業員の対応方

である。礼儀作法はもちろん、来訪客が飽きない仕組み

づくり、来訪客に何かあった場合の対応など、おもてな

しの心が随所に感じられる。車椅子の配備はもちろん、

小さな子供連れのお客様のためにベビーカーを用意して

いる点はその好例といえる。

ヤマハグランドピアノ工場のある静岡県浜松市は、温

暖な気候に恵まれており、江戸時代に栄えた綿織物産業

と製材業等の産業技術が、今日の機械産業やオートバイ

および自動車産業、楽器製造、光産業などに受け継がれ

ている。

ヤマハ(株)は、明治時代に創業者である山葉寅楠がオ

ルガン製造を始めたことに由来する。その後もさらに研

究を重ね、1900年にアップライトピアノを、続く

1902年にはグランドピアノの製造に成功した。第二次

世界大戦により施設は破壊されたが、戦後に再建され、

ピアノやオルガン等の製品の製造が再開された。

見学事業には30年以上前より取り組んでいる。開始

当初は小中学校からの社会科見学のみの扱いであった

が、その後は音楽大学の学生、海外の企業視察団、一般

の個人・団体など、幅広く受け入れるようになった。

2006年度の利用者数は約２万７千人で、個人・グルー

プ客、学生団体、一般団体などが多い。リピート比率は

５％程度となっている。

事例③ 種別：Ａ－５
名称：ヤマハ（株） 本社（グランドピアノ）工場

制限なし

約27,000人

個人・グループ、学生団体、一般団体

徒歩

直接間近で見学

ガイド（英語）、パンフレット（英語・中
国語）、ビデオ（英語・中国語他全７カ国
語）

車椅子対応トイレ、障害者用駐車スペー
ス、車椅子の貸出、障害者案内係、音声ガ
イド

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品の陳列

見学を実施している工場建物が古く、最新鋭工場のよう

な設備を持たないため、安全対策には気を使っている。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。電話もしくはホーム

ページで申し込みを受け付けている。少数グループに

ついては合同での案内となることもある。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行する。製

造ラインのすぐ側まで近づくため、案内をしながら十

分な注意を払っている。また、事前に注意事項を十分

に伝え、特に小中学生については引率者の同伴を義務

づけている。

なお、従業員（作業員）も作業を行いつつ安全配慮

に努めており、対処が必要な場合は作業を中断して対

応するよう指導している。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設け、立入区域に制限を課し

ている。また、定期的な見学コースのチェックや清

掃・点検を実施している。

　＜その他＞

来客会館では、体調の優れないお客様への対応とし

て、おしぼりの提供、給茶器の設置、常備薬の設置な

どを行っている。なお、お客様の体調次第では、工場

見学を取りやめ、来客会館で過ごすことを勧める場合

もある。

また、工場見学に用いるレシーバーは、使用後にそ

の都度アルコール消毒を行い、清潔を保っている。

全て要

事前説明、ガイド案内中、引率者同伴、安
全装備

立入区域、写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

これは、同社の経営者から現場従業員に至るまで、会

社のお客様に対する考え方が反映されているものと言え

る。その心は、お客様に対してだけでなく、地域に対し

ても反映されているものと考えられ、それ故に「産業観

光」への前向きな取り組み姿勢を直に感じることができ

る。

－ 楽器造りを通じた製造技術の伝承と最高のおもてなし －
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今後の取り組みについては、グランドピアノ工場が敷地面

積などの問題で移転を計画しており、見学は2009年３月末

で一旦休止するが、改めて掛川市内にて同様の内容・規模で

実施を計画している。

最後に、ヤマハが最高級品であるグランドピアノ製造を国

内で続ける背景には、企業の最も重要な技術を国内で継承す

るという企業のクラフトマンシップの存在がある。来訪客は

工場見学を通じて、このクラフトマンシップに接することが

できる。同社にとってグランドピアノ製造ラインは、企業内

における職人技と最新技術が共存する生産現場でもあり、ま

さに「産業観光」の価値が十分に反映されている工場である

といえる。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、製造工程をみせること

による「本物」の迫力の体感、地域貢献、他国の技術力向

上への寄与、製造現場の開示要望、自社製品のＰＲ等を目

的に見学事業を実施している。特に、ヤマハで培われた匠

の技と最先端の技術の融合によるピアノ作りの伝承を主要

な目的とするため見学にかかる事業費は広報活動費の一環

と位置づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料

にしている。

また、収益を前提とした旅行会社等との連携は行ってい

ないが、無料での受け入れは行っている。なお、時間を守

れない旅行会社からの依頼はお断りしている。

特筆すべき点として、同社では来客会館を「ヤマハの総

合力を見せる場」という位置付けにしていることがあげら

れる。ヤマハは楽器だけでなく、ヤマハリビングテックの

製作するキッチンや、楽器造りから派生した半導体製造

（携帯電話の部品）なども行っている（ヤマハの事業は楽

器が6割で、その他が4割である）。これら全てを来客会館

に展示することで、各製造部門の案内者がここを訪れ、紹

介だけでなく商談の場として活用することも可能である。

このことから、来客会館は会社の収益に繋がる部門として

上層部に理解され、受益者（=会社）負担という考えを導

き、運営費等の資金を調達しているので、お客様に負担を

強いることはない。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

静岡県浜松市中区中沢町10番１号

車の場合　：東名高速・浜松ＩＣもしくは浜
松西ＩＣより約20分

電車の場合：遠州鉄道西鹿島線八幡駅から徒
歩約５分

053-460-2901

要予約

土日祝日及び特定日

09:00～17:00
10:30～、13:30～、15:00～の３回実施、
見学所要時間は90分

あり

無料

※ヤマハ（株）ホームページより一部引用

当工場の見学では、ガイド専属の社員が、来客会館の展

示内容からグランドピアノの製造ラインに至るまで案内を

行う。ガイドは全部で７人いるが、同時に動けるのは５人

である。１グループ最大200名まで受け入れている。

ガイド育成方法としては、まず入社時に他の社員と共に

接客研修を受ける。その後、マニュアルをもとに一人で工

場内を歩かせ覚え込ませ、さらにガイド仲間をお客様に見

立てて案内させ間違い等を修正する。このようにして工場

の案内が一通りできるようになれば、来客会館の館内案内

や作法等を学ぶこととなる。さらに、社外研修として、他

社の施設見学も行っている。

なお、従業員（作業員）に対しても見学に対する教育

（緊急時の対応策など）を行っている。

社員（専属）

社内（研修、指導）、社外研修

見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット、旅行雑

誌・ガイドブック、メディア、協議会等の産業観光推進組

織、口コミ等、幅広く行っている。特に、口コミ効果の大き

さを実感しており、最重要視している。

また、メディア等のマスコミへの露出度も高まっている。

浜松観光コンベンションビューローが同社の取り組みを評価

しており、イベント開催時には必ず同社を紹介してくれる。

それにより、さらに他所から声がかかるという流れができ、

取材が増えている。このように、企業単独でなく地元行政等

と協力することが「産業観光」の成功のカギであると思われ

る。決して「大企業だからできる」のではなく、行政等の協

力・援助を上手に活用すれば、中小企業でも「産業観光」は

推進できる。

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
メディア（取材）、産業観光推進組織、口
コミなど

現状と同程度

ヤマハ来客会館内の様子
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見学事業のＰＲは、ＨＰ・パンフレット、旅行雑誌・ガイ

ドブック、旅行雑誌以外の雑誌、産業観光推進懇談会（ＡＭ

ＩＣ）等で行っている。ＨＰ・パンフレットについては、

「また行きたい」と思う気持ちになるよう、定期的に更新を

行っている。

今後の取り組みについては、１人でも多くの人に見学して

もらうことを念頭に、拡大する予定である。

※トヨタ自動車（株）ホームページより一部引用

愛知県豊田市トヨタ町１番地（トヨタ会館）

車の場合　：伊勢湾岸道豊田東ICより約10
分

電車の場合：愛知環状鉄道三河豊田駅より徒
歩15分

0565-29-3355

要予約

日曜日、会社長期連休（春、夏、冬の各９日
前後）

09:30～15:00

普通車0台、大型バス10台

無料

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
旅行以外の雑誌、産業観光推進組織

現状よりも拡大

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、地域貢献、他国の技術

力の向上、自社製品のＰＲ等を目的に見学事業を実施して

いる。見学にかかる事業費は広報活動費と位置づけてお

り、お客様への負担は求めず、料金は無料にしている。特

に、同社の広報活動の一環、及び産業観光推進のための事

業という考え方に基づいて実施しているため、有料化に踏

み切るのは極めて難しいと思われる。その一方で、会館で

はショップの充実に努めており、売り上げ向上を目指して

いる。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ

イドの人数は約34人で、半数が英語での説明もできる。１

団体に１名のガイドが同行し、１名から最大100名まで対

応する。見学通路に設置されたマイクとスピーカーを用い

て案内を行うが、作業員の邪魔にならないように配慮して

いる。基本的にはお客様にガイドが同行する形を取ってい

るが、見学が集中する９～11月には、小学生の社会見学の

みガイドが同行せず、説明箇所にガイドを配置し、見学終

了後に質疑応答を行うケースがある。

取引先等のお客様が来られた場合は、専属ガイドではな

く社員が案内を行うこともある。

見学終了後は反省会を実施している。ガイド案内中に出

されたお客様の意見や質問などを報告し、次回以降に役立

てている。

ガイドの養成方法としては、社内での教育担当社員（先

輩）による指導、及び外部からの講師の招聘（テーマは礼

儀・エチケット、介護など）を行っている。

社員（専属）

社内（指導）、外部講師の招聘

トヨタ会館
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見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①見学センターにて概要説明（30分）

②溶鉱炉（第６高炉）見学（15分）
③熱間圧延工程見学（30分）

④見学センターにて質疑応答（15分）

来訪者は見学センター入口で手続きを行った後、セン

ター内で工場及び見学の概要説明を受ける。ビデオによ
る説明に加え、センター内には工場敷地の模型や鉄の精

錬等に関するパネル、映像、模型が展示されており、理

解を深めやすい仕組みとなっている。概要説明が終わる
と、バスにて溶鉱炉（第６高炉）へ移動する。溶鉱炉の

正面に設置された観覧通路をガイドの説明を受けながら

歩く。眼前にそびえる巨大な溶鉱炉の圧倒的なスケール
感から、溶鉱炉内部で鉄が生み出される様子を想像する

ことができる。次に、バスにて熱間圧延工場に移動す

る。観覧通路を歩きながら、真っ赤な厚い板状の鉄の塊
が次第に薄く延ばされていく様子を見学する。これら一

連の見学が終わると、再びバスにて見学センターに戻

る。　

事例⑤ 種別：Ｂ－１
名称：ＪＦＥスチール（株） 東日本製鉄所

－ 都市に隣接し、最新鋭の設備を有する工場 －

　ＪＦＥスチール（株）東日本製鉄所のある千葉県千葉

市は、東京湾に面する県都である。京葉臨海工業地帯を

形成するなど工業都市であるとともに、県内の交通の要
衝としての役割も担っている。

当製鉄所は、1951年に前身の川崎製鉄千葉製鉄所と

して開設され、2003年に現在の社名・施設名となっ

た。主力施設の沖合展開に合わせ、かつての工場敷地の
一部が現在では大規模ショッピング施設や公園、競技場

等に変わった。このため、工場施設と商業・公園施設が

近接するわが国でも珍しい土地利用形態となっている。
実際に、工場敷地内にある見学センターの周辺を見る

と、製鉄所とは感じられない雰囲気が漂っている。た

だ、工場と都市機能の併存に違和感はなく、まるで地域
に工場が溶け込んでいるように感じられる。これは、地

域と産業施設の連携・協調をうたう産業観光にとって理

想的であるといえる。さらに、都心からの鉄道・道路の
アクセスの良さも、当施設の大きな特徴といえる。

見学事業は1975年頃から実施している。1980年に

は見学の予約・手配や施設概要を紹介する「見学センタ
ー」を設置するなど、見学事業への前向きな取り組みが

うかがえる。主な受け入れ対象は学生団体、一般団体

（業務視察）であるが、年に数回、一般公開を行ってお
り、地元住民をはじめとする一般客の見学を受け入れて

いる。2006年度の利用者数は約２万６千人で、そのう

ち６割は小学校関係であった。見学者数はここ数年増加

傾向にあり、特に一般団体の伸びが著しい。

バス

離れた場所から遮蔽なしで見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、模型、製品陳列

パンフレット（英語・中国語）、ビデオ
（英語・中国語・韓国語）、解説・案内板
（英語）

車椅子対応トイレ、スロープ

学生団体、一般団体（業務視察）

約26,000人

学生団体、業務視察

製鉄所内には大型機械や先端設備が備わっているため、

安全対策として下記が施されている。

　＜事前予約制＞
見学は全て事前予約制である。見学希望日の６ヶ月

前から１週間前までに見学センターへ予約を入れ、所

定の申請書を提出してもらう。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注
意事項（衣服など）を十分に伝え、見学中のヘルメッ

トの着用、小学生以下の引率者の同伴を義務づけてい

る。
　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

定期的な見学コースのチェック、十分な清掃を行っ

ている。写真撮影は見学センターのみとしている。

全て要

事前説明、ガイド案内中、安全装備、引率
者同伴、動きやすい服装（特にかかとの高
い履き物は不可）

写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

工場敷地は東京ドーム164個分の広さであるため、施

設間の移動にバス（見学者が手配）は欠かせない。片道
の移動に15分程度かかるため、全体の見学時間は120

分を要する。移動には時間がかかるが、移動中に原料ヤ

ード（石炭や鉄鉱石などの原料を貯蔵している場所）や
積み出し港、現在は稼働を停止している第５高炉などの

様々な施設を車中から見学することができるため、楽し

みながら移動時間を過ごすことができる。
見学は、1995年のリフレッシュ工事の際に設置され

た観覧通路から行う。音、熱、においなど、映像を見る

だけでは伝わらない現場のダイナミックな雰囲気を感じ
られる点が特徴的である。特に、熱間圧延工程では、

600mの徒歩移動の間に真っ赤な鉄を遮蔽なしで見るこ

とができ、遠くからではあるものの圧倒的な迫力を感じ
ることができる。このように、見学コースの設定は、

「どこまで見せたら楽しんでもらえるか」「貴重な技術

をどこまで見せられるか」を念頭に置いたうえで行って
いる。
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表　調査対象施設（種別順）

番号 種別 施設名称 所在地
1 Ａ－１ 能登上布会館 石川県中能登町
2 Ａ－２ ふらのワイン工場 北海道富良野市
3 Ａ－２ サッポロビール(株)北海道工場 北海道恵庭市
4 Ａ－２ ニッカウヰスキー（株）北海道工場 北海道余市町
5 Ａ－２ （株）鐘崎本社工場 宮城県仙台市
6 Ａ－２ キッコーマン（株）野田工場 千葉県野田市
7 Ａ－２ 福光屋 石川県金沢市
8 Ａ－２ メルシャン（株）メルシャン勝沼ワイナリー 山梨県甲州市
9 Ａ－２ 養命酒製造（株）駒ヶ根工場 長野県駒ヶ根市
10 Ａ－２ ＪＡ遠州中央　香りの丘　茶ピア 静岡県袋井市
11 Ａ－２ 近畿コカコーラボトリング（株）京都工場 京都府久御山町
12 Ａ－２ 明治製菓（株）大阪工場 大阪府高槻市
13 Ａ－３ 日軽新潟（株） 新潟県新潟市
14 Ａ－３ （株）ノリタケカンパニーリミテド　ノリタケの森 愛知県名古屋市
15 Ａ－４ 花王（株）東京工場 東京都墨田区
16 Ａ－４ ライオン（株）小田原工場 神奈川県小田原市
17 Ａ－４ シャボン玉石鹸（株） 福岡県北九州市
18 Ａ－５ 中央化学(株)騎西工場 埼玉県騎西町
19 Ａ－５ バンダイホビーセンター 静岡県静岡市
20 Ａ－５ 山岡金属工業株式会社 大阪府守口市
21 Ａ－６ 三菱電機（株）名古屋製作所 愛知県名古屋市
22 Ａ－７ 日産自動車(株)追浜工場 神奈川県横須賀市
23 Ａ－７ ダイハツ工業（株）本社（池田）工場第２地区 大阪府池田市
24 Ａ－８ 北海道電力（株）知内発電所 北海道知内町
25 Ａ－８ 畜ふんバイオマスプラント 岩手県葛巻町
26 Ａ－８ 新日本石油精製（株）仙台製油所 宮城県仙台市
27 Ａ－８ 帝石トッピング・プラント（株）頸城製油所 新潟県上越市
28 Ａ－８ 東京電力（株）梓川テプコ館 長野県松本市
29 Ａ－８ 中部電力（株）川越電力館テラ４６（川越火力発電所） 三重県川越町
30 Ａ－８ 大阪ガス（株）ガス科学館 大阪府高石市
31 Ａ－９ （株）読売新聞東京本社 東京都千代田区
32 Ｂ－１ 王子製紙（株）苫小牧工場 北海道苫小牧市
33 Ｂ－１ 新日本製鐵（株）八幡製鉄所 福岡県北九州市
34 Ｂ－２ 日本ゼオン(株)川崎工場 神奈川県川崎市
35 Ｂ－２ 日本軽金属(株)清水工場 静岡県静岡市
36 Ｂ－２ 三井化学(株)大牟田工場 福岡県大牟田市
37 Ｂ－３ 笠原工業（株） 福島県須賀川市
38 Ｂ－４ 三菱重工業(株)紙・印刷機械事業部 広島県三原市
39 Ｂ－５ 関東三洋セミコンダクターズ（株）羽生工場 埼玉県羽生市
40 Ｂ－５ （株）日本ＡＥパワーシステムズ千葉事業所 千葉県市原市
41 Ｂ－６ 川崎ゼロ・エミッション工業団地 神奈川県川崎市
42 Ｂ－７ （株）エフピコ　関東リサイクル工場 茨城県八千代町
43 Ｂ－７ （株）セシールロジスティクス　志度ロジスティクスセンター香川県さぬき市

４．その他の事例 

 
 先行事例を除く 43 施設については、特徴性と種別バランスに考慮したうえで、下表の施設を

選定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  各施設の取りまとめ結果を次ページ以降に示す。 
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施設内での安全対策として、下記を施している。

　＜団体客の事前予約制＞

団体客については、事前予約が必要である（個人は

予約不要）。

　＜現場係による注意喚起＞

見学に際しては、現場の係等が十分な注意を払って

いる。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学通路・箇所等の清掃・点検をしっかりと行って

いる。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、製造工程をみせること

による「本物」の迫力の体感、地域貢献、他国の技術力向

上への寄与、製造現場の開示要望、自社製品のＰＲ、商

品・製品の販売等による収益確保等を目的に見学事業を実

施している。見学にかかる事業費は自治体からの費用補助

を活用しているため、お客様への負担は求めず、料金は無

料にしている。

見学事業のＰＲは、ホームページ（中能登町）・パンフ

レット、旅行雑誌・ガイドブック、協議会等の産業観光推

進組織で行っている。今後の取り組みについては、楽しみ

ながらより深く確実に上布を理解してもらうためにも、現

状よりも内容・規模等を拡大する計画である。

能登上布会館のある石川県中能登町は、石川県中西

部、能登半島に位置する。町の南西部はなだらかな山岳

地帯が拡がるものの、全般的には平野部が多く、田園地

帯が拡がり、のどかな雰囲気を醸し出している。また、

町内をＪＲ七尾線が通り、能登道路にも近いなど、交通

条件も比較的整っているといえる。

能登上布会館は、中能登の伝統産業である「能登上

布」の保存と継承のため、1996年に開館した。2000

年前から続く伝統工芸と伝えられており、江戸時代に近

江から技術を導入したことにより発展し、昭和初期には

麻織物で全国一の生産高を誇った。現在は石川県の無形

文化財に指定されている。

見学事業がスタートしたのは会館と同じ1996年であ

る。受け入れ対象の制限はなく、2006年度の利用者数

は約2,100人であった。最も多い客層は女性グループ

で、次いで男女グループ、家族連れの順となっている。

見学プログラムは特に設定されておらず、自由見学と

なる。施設内は徒歩での移動となり、工程見学は間近や

遠くから遮蔽なしで見ることができる。見学のポイント

は、能登上布の作業工程（すべて手作業）、上布の特徴

の把握などである。なお、機織りの体験も可能であり、

より見学を楽しめる方策として、体験メニューに工夫を

こらしている。

石川県鹿島郡中能登町能登部下134-1

車の場合　：能登道路上棚矢駄ICより15分

電車の場合：ＪＲ七尾線能登部駅より徒歩15分

0767-72-2233

団体は要予約

月曜日、年末年始

09:30～15:00

普通車30台、大型バス10台

無料

※中能登町ホームページより一部引用

－ 伝統産業である「能登上布」の保存と継承 －

事例１ 種別：Ａ－１（衣類・繊維類）　
名称：能登上布会館

制限なし

約2,100人

女性グループ、男女グループ、家族連れ

徒歩

間近及び離れた場所から遮蔽なしで見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

特になし

特になし

当施設の見学ではガイドがつかず、自由見学となってい

る。なお、同時に１人から30人までが見学可能である。

なし（自由見学）

－

無料（自治体からの補助）

収益目的での提携はなし

団体客は要

ガイド案内中

特になし

清掃・点検の実施

ＨＰ（中能登町）・パンフ、旅行雑誌・ガ
イドブック、産業観光推進組織

現状よりも拡大
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工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜団体の事前予約制＞

10名以上の団体の場合、事前予約が必要である。

見学希望日の前日17:00まで予約を受け付けてお

り、予め人数、連絡先、代表者名、団体名などをうか

がっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学に案内係（ガイド）がつく場合、全行程に同行

し、案内をしながら十分な注意を払っている。また、

事前に注意事項を十分に伝えている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設け立入区域に制限を課して

いる。また、定期的な見学コースのチェックや清掃・

点検を実施している。なお、写真撮影についても制限

を課している。

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①製造工程見学（約40分）

②試飲ホールにて飲食（約20分）

工場内は徒歩での移動となる。製造工程の見学は、ガ

ラス越しでの見学となる。特に、大麦が美味しいサッポ

ロビールに生まれ変わるところを理解してもらうことに

重点を置いている。そして締めくくりとして、出来たて

のビールを試飲できる点も、来館者の楽しみの１つとな

っている。

事例３ 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：サッポロビール（株） 北海道工場

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般）、模型、製品陳列

パンフレット（英語）、解説・案内板（英
語・中国語・韓国語）
車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、点字による案
内表示、車椅子の貸し出し、見学時の障害
者の補助

サッポロビール（株）北海道工場のある北海道恵庭市

は、北海道中部に位置する。市のＪＲや市役所などがあ

る東部地域は平らな台地だが、西部地域は山岳となって

いる。大都市札幌市と北海道の空の玄関口である新千歳

空港との間にあり、交通条件に恵まれている。

1989年に竣工した北海道工場は、広大な敷地を有

し、パークゴルフ場やビオトープ園、クロスカントリー

場など北海道の地域特性を活かした多彩な施設が備わっ

たビール工場である。サッポロビール発祥の地として、

わが国に誇ることのできる施設となっている。

見学事業がスタートしたのは1990年である。ＪＲ千

歳線に「サッポロビール庭園」駅が設けられており、ア

クセスは抜群である。受け入れ対象の制限はなく、子供

でも楽しめる施設となっている。2006年度の利用者数

は約120,000人で、最も多い客層は男女グループ、次い

で家族連れ、学生団体の順となっている。リピート比率

は10％程度で、男女グループ、家族連れが多い。

制限なし

約120,000人

男女グループ、家族連れ、学生団体

10名以上の団体は要

事前説明、ガイド案内中、引率者同伴

立入区域、写真撮影区域

定期的チェック、清掃・点検の実施

見学事業のＰＲはホームページ・パンフレットやメディ

ア等で行っており、定期的にイベントを実施するなど来場

客数の拡大に工夫を施している。

今後の取り組みについては、現状と同様の内容・規模で

実施する計画であるが、今後も常により良い改善を目指し

て取り組んでいく計画である。
※サッポロビール（株）北海道工場ホームページより一部引用

ＨＰ・パンフ、メディア

現状と同程度

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、「本物」の迫力の体

感、地域貢献、他国の技術力向上への寄与、そして自社製

品のＰＲ等を目的に見学事業を実施している。見学にかか

る事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様へ

の負担は求めず、料金は無料にしている。特に、ファンづ

くりが主目的であり、見学事業で収益を得るという考え方

はないため、収益を前提とした旅行会社等との連携は行っ

ていない。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

当施設の見学では、ガイド付きの場合はガイド専属の社員

が案内を行う（ガイドなしの見学も可能）。ガイドの人数は

全部で15人であり、ガイド１人あたり50名に対応する。見

学は同時に1名から160名までとなっている。

ガイド養成手段としては、社内での教育専門社員による指

導、外部からの講師招聘や社外研修への派遣も行っている。

社員（専属）

社内（指導）、社外講師の招聘、社外研修

－ サッポロビール発祥の地での工場見学 －

北海道恵庭市戸磯542-1

車の場合　：道央自動車道恵庭ICより10分
電車の場合：ＪＲ千歳線サッポロビール庭園駅か

ら徒歩約5分

0123-32-5811

10名以上は要予約

11～4月の土日祝日、年末年始

09:00～11:45、13:00～15:50
見学所要時間は約60分

普通車200台、大型バス10台

無料
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット等で行

っている。今後の取り組みについては、現状と同様の内

容・規模で実施する計画である。

見学事業は、お客様（消費者）に体験（試飲）してもら

うことによる「本物」の迫力の体感、地域貢献、自社の基

本理念や製品のＰＲ等を目的に実施している。見学にかか

る事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様へ

の負担は求めず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ

イドの人数は全部で８人であり、ガイド１人あたり50名に

対応する。見学は同時に１名から50名までとなっており、

１団体につき最大でガイド１人が対応する。

ガイド養成手法としては、社内での教育、外部からの講

師の招聘、社外研修への派遣などを行っている。社内教育

の際には、経験豊かなＯＢやＯＧを活用している。

※ニッカウヰスキー ホームページより一部引用

施設内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

10名以上の団体については、事前予約が必要であ

る。見学希望日の７日前まで予約を受け付けており、

予め日時、団体名、人数、連絡先等をうかがってい

る。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

定期的に見学コースのチェックを行っている。

見学プログラムの内容は以下のとおりである。その一

方で、自由見学も可能である。

①概要説明（5分）

②キルン棟・蒸留工場等見学（15分）

③リタハウス・旧竹鶴邸等見学（10分）

④ウイスキー博物館見学（15分）

⑤ニッカ会館（試飲、15分）

⑥ノースランド（売店、10分）

広大な敷地内を徒歩で移動し、当施設の目玉である蒸

留工場では単式蒸溜器等を、同じくウイスキー博物館で

はウイスキーのルーツや製法、種類、楽しみ方などを見

学する。ニッカ会館では、工場オリジナルウイスキーや

ワイン、ソフトドリンクを楽しむことができる。

北海道余市町黒川町 7-6

車の場合　：国道5号線の「大川十字街」交差
点で左折、600ｍ程進んだ「余市
駅前」交差点を右折

電車の場合：JR函館本線「余市駅」より徒歩3
分

0135-23-3131

10名以上の団体は要予約

年末年始

09:00～17:00
見学所要時間は約70分

あり

無料

事例４ 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：ニッカウヰスキー（株） 北海道工場 余市蒸留所

－ ウイスキー造りを通じてウイスキーの真髄に触れる －

直接間近で見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、製
品陳列

ビデオ（英語・中国語・韓国語）、解説・案
内板（英語・中国語・韓国語）
車椅子対応トイレ、エレベータ・スロープ、
障害者用駐車スペース、車椅子貸し出し

10名以上の団体は要

ガイド案内中

－

定期的チェック

社員（専属）

社内（教育）、外部講師の招聘、社外研修

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

北海道余市町は、北海道西部の石狩湾沿岸に位置す

る。自然が豊かであるものの、冬季は厳しい寒さに見舞

われ、寒暖の差の激しさが際立つ地域である。

この気候風土を探し求めて竹鶴政孝がこの地に建設し

たのがニッカウヰスキー（現余市蒸留所）である。イギ

リスおいてスコッチウイスキーの製造方法を学んだ竹鶴

が、1936年に余市で始めたウイスキーづくりは、現在

でも当時と同じ製法にて受け継がれている。

当蒸留所で見学事業を始めたのは1965年である。受

け入れ対象に制限はなく、グループ客を中心に、2006

年度は約26万人のお客様が訪れた。リピーター比率が

比較的高い（20％程度）のも特徴といえる。

敷地内にある事務所棟や貯蔵庫、リキュール工場、キ

ルン棟、旧竹鶴邸などは国の登録有形文化財に指定され

ている。

制限なし

約260,000人

グループ客

徒歩
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施設内での安全対策として、下記を施している。
　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日当日まで
予約を受け付けており、予め人数、連絡先、目的等を

電話にてうかがっている。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が一部行程に同行し、案
内をしながら十分な注意を払っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞
見学に際し、定期的な見学コースのチェックや清

掃・点検を実施している。

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①工場入口から工場へ（10分）
②工場説明（10分）

③工場から工場入口へ（10分）
工場内はバス（見学者が手配）及び徒歩での移動とな

る。工程見学は、ガラス越しに見学する。特に、食品を

扱う関係上、衛生面に気を配っており、その様子を見て
もらうことが一番の特色となっている。また、別途仙台

七夕飾り体験や笹かまぼこの製造体験、昔ながらのかま
ぼこづくりの見学など、工場見学以外にも楽しめる要素

が揃っているのも特徴的である。

宮城県仙台市若林区鶴代町6-65

車の場合　：仙台東部道路 仙台東ICより5分

電車の場合：ＪＲ仙石線福田町駅より車で５分

022-231-5147

要予約

特になし

10:00～14:00（工場見学のみ）
見学所要時間は30分

普通車30台、大型バス15台

無料

※鐘崎（株）ホームページより一部引用

事例５ 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：（株）鐘崎 本社工場

バスと徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般）、製品陳列

パンフレット（英語・中国語・韓国語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、車椅子貸出

鐘崎笹かま館のある宮城県仙台市は、県中部に位置す

る。東北地方最大の都市として政治・経済の中心地とな
っている一方で、「杜の都」と呼ばれるように、自然に
恵まれた地でもある。

株式会社鐘崎は、1947年に創業した水産物や農・畜
産物の加工・販売等を行う会社である。現本社工場は

1980年に稼働を開始し、「笹かま館（展示・販売施
設）」、 「食品館（販売施設）」、「七夕館（七夕まつ

り展示・体験施設）」「かまぼこ塾（創業当時の鐘崎蒲
鉾店を再現した製造施設）」とともに立ち寄り施設「鐘

崎ベル・ファクトリー」を形成している。
見学事業がスタートしたのは1988年である。受け入

れ対象の制限はなく、2006年度の利用者数は約25万

人（鐘崎ベル・ファクトリー全体）であった。最も多い
客層は男女グループで、次いで学生団体、家族連れの順

となっている。リピート比率は30％程度で、学生団体
が多い。

制限なし

約250,000人（全体）

男女グループ、学生団体、家族連れ

全て要

ガイド案内中

－

定期的チェック、清掃・点検の実施

見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット、旅行雑

誌・ガイドブック、協議会等の産業観光推進組織で行って
いる。今後の取り組みについては、受け入れ体制を充実さ
せ、内容・規模等を拡大する計画である。

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
産業観光推進組織

現状と同程度

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、地域貢献、自社製品の
ＰＲ等を目的に見学事業を実施している。そのため、見学
にかかる事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お

客様への負担は求めず、料金は無料にしている。
ちなみに、旅行業者とは協定を結んでおり、製品の販売

促進に努めている。

無料（広報活動費）

製品の販売促進に関する提携あり

当施設の見学では、ガイド専属の社員が、社内マニュア
ルに応じた案内（レクチャー）を行う。ガイドの人数は全

部で５人であり、ガイド１人あたり40名に対応する。見学
は同時に1名から200名までとなっており、１団体につき
最大でガイド全員が対応する。

ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい
る。

社員（専属）

なし

－ かまぼこを中心とするバラエティに富む展示施設 －
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット、旅行

雑誌・ガイドブック、メディア等で幅広く行っている。今

後の取り組みについては、施設や見学者の安全面を考慮

し、現状と同様の内容・規模で実施する計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、製造工程をみせること

による「本物」の迫力の体感、地域貢献、自社製品のＰＲ

等を目的に見学事業を実施している。見学にかかる事業費

は広報活動費の一環と位置づけており、お客様への負担は

求めず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員（パート）が案内

を行う。ガイド１人あたり50名に対応する。見学は同時に

1名から300名までとなっており、１団体につき最大でガ

イド６人が対応する。

ガイド養成方法としては、社内においてマニュアルを活

用している。

千葉県野田市野田110 

車の場合　：常磐自動車道柏ＩＣより25分

電車の場合：東武野田線野田市駅より徒歩約3分

04-7123-5136

要予約

ＧＷ、旧盆、年末年始

09:00～16:00（１日６回実施）
見学所要時間は60分

普通車50台、大型バス10台

無料

※キッコーマン（株）ホームページより一部引用

事例６ 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：キッコーマン（株） 野田工場

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の３ヶ月

前から前日まで予約を受け付けており、予め団体名、

人数、連絡先、交通手段などをうかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が同行し、案内をしなが

ら十分な注意を払っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

写真撮影箇所に制限を課している。また、見学通路

や箇所の清掃・点検をしっかりと行っている。

全て要

ガイド案内中

写真撮影箇所

清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①ビデオ（15分）

②製造工程見学（45分）

工場内は徒歩での移動となる。工程見学は、直接間近

で見られるところとガラス越しに見るところがある。顕

微鏡での「しょうゆこうじ」の観察と、もろみの色と香

りの変化の観察が特色である。また、醤油の味比べ（豆

腐付）や醤油造り（小学生対象）の体験もできる。

徒歩

直接間近及びガラス越しに見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語・中
国語・オランダ語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、車椅子貸出

キッコーマン（株）野田工場のある千葉県野田市は、

県北西部に位置する。関東平野に属する同市は北西部か

ら南東部にかけて長く、東側に利根川、西側に江戸川、

南側には両川を結ぶ利根運河が流れており、これらの川

に囲まれた形となっている。

野田市での醤油造りは江戸時代初期に始まり、1917

年に醸造家一族が合同して設立したのが、キッコーマン

（株）の前身の野田醤油（株）である。現在は、醤油を

はじめ、味醂、酒類、食品、飲料、医薬品等の製造・販

売等を手がけている。

現在の施設で見学事業がスタートしたのは、工場見学

施設「もの知りしょうゆ館」を工場内に設立した1991

年からであるが、見学そのものは1917年の創業時から

続けられている。受け入れ対象の制限はなく、2006年

度の利用者数は約67,000人であった。最も多い客層は

男女グループで、次いで家族連れ、学生団体の順となっ

ている。リピート比率は20～30％程度で、学生団体、

男女グループが多い。

制限なし

約67,000人

男女グループ、家族連れ、学生団体

－ 江戸時代より続く醤油づくりを分かりやすく解説 －

社員（専属）

社内（マニュアル）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
メディア
現状と同程度
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット、旅行雑
誌・ガイドブック、メディア等で行っている。今後の取り組

みについては、数年間は現状と同様の内容・規模で実施する
計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、地域貢献、自社製品のＰＲ、森林保護や自然の楽
しみ方のＰＲ等を目的に見学事業を実施している。そのた

め、見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位置づけて
おり、お客様への負担は求めず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ
イドの人数は全部で６人であり、ガイド１人あたり40名に

対応する。見学は同時に1名から120名までとなってお
り、１団体につき最大でガイド３人が対応する。

ガイド養成手段としては、社内において教育専門の社員

が指導を行っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、写真撮影箇所に制限を課している。ま
た、定期的な見学コースのチェックや清掃・点検を実施

している。

長野県駒ヶ根市赤穂16410

車の場合　：中央自動車道駒ヶ根ＩＣから10分
電車の場合：ＪＲ飯田線駒ヶ根駅から車で15分

0265-82-3311

30名以上は要予約

年末年始

10:00～16:00
見学所要時間は60分（土日祝及び製造休止の場
合は45分）

普通車40台、大型バス８台

無料

※養命酒製造（株）ホームページより一部引用

事例９ 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：養命酒製造（株） 駒ヶ根工場

社員（専属）

社内（指導）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
メディア

現状と同程度

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜団体の事前予約制＞
30人以上の団体については、事前予約が必要である

　　（少数グループは予約不要）。予め人数、連絡先、団

体名などをうかがっている。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が一部の行程（工場見
学）に同行し、案内をしながら十分な注意を払ってい

る。また、事前に注意事項を十分に伝えている。

30名以上の団体は要

事前説明、ガイド案内中

写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①養命酒ＰＲ映画（15分）
②瓶詰・包装ライン見学（15分）

③記念館（生薬展示・ショップ・カフェ等、30分）
工場内は徒歩での移動となる。工程はガラス越しに見

学する（土日祝及び製造休止の場合は映画と記念館の
み）。ガラス面手前に手摺りを設置しているため、安全

に見学することができる。
記念館では50種の生薬が展示されており、カフェでは

体にやさしいスイーツやお茶を森の中で楽しめる点が見
学のポイントである。また、来訪客数拡大やリピート率

増加の工夫として、ＧＷや夏休みのファミリー工作、健
康講座、森林散策、カフェメニューの充実、コンサート

の開催（年３回程度、有料）などを行っている。

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

パンフレット（英語・中国語）、ビデオ
（英語・中国語）
車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、階段昇降機、障害者用駐車スペース、
車椅子貸出、見学補助

養命酒製造（株）駒ヶ根工場のある長野県駒ヶ根市
は、県南部に位置する。中央アルプスと南アルプスに挟

まれ、その窪みを天竜川が流れるなど、水と緑に恵まれ

た自然豊かな地域となっている。また、市内をＪＲ飯田
線及び中央高速道路が貫くなど、交通の便も良い。

養命酒製造(株)は、江戸時代から400年にわたって伝
えられている「養命酒」の製造・販売を事業とする会社

である。家業として行われていた事業が会社組織となっ
たのは1923年で、これを契機に地域から全国へとその

名が知られるようになっていった。
見学事業がスタートしたのは1972年である。受け入

れ対象の制限はなく、2006年度の利用者数は90,992
人であった。最も多い客層は男女グループで、次いで女

性グループ、業務視察の順となっている。リピート比率
は１％程度で、女性グループや夫婦などが多い。

制限なし

約91,000人

男女グループ、女性グループ、業務視察

－ 江戸時代から続く「養命酒」の製造 －
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　ＰＲ方法としては、ホームページやパンフレットでの紹介

に加え、協議会等の産業観光推進組織へ登録するなど、静岡

茶及び施設の広報活動にも力を入れている。

静岡県袋井市は、静岡県南西部の遠州灘沿岸に位置す

る。年間を通して穏やかな気候であり、袋井市を含めた

周辺一帯は、茶畑が連なる景色が見渡せる地域である。

　ＪＡ遠州中央が運営する「香りの丘 茶ピア」は、お

茶に関するさまざまなことを学び体験できる施設であ

る。敷地内には、お茶の製造過程の見学や製造体験がで

きる「茶ピア研修所」、手揉み体験ができる「茶ピア取

引所」、茶室「茶遊庵」、日本庭園、芝生広場とバラ園

がある「ふれあい広場」、販売所などがあり、ゆっくり

と時間をかけて楽しめる空間となっている。

当施設において見学事業を始めたのは1997年であ

る。受け入れ対象に制限を設けておらず、グループ客や

学生団体、業務視察などが多く訪れており、2006年度

の来訪客数は約2万５千人であった。リピーター比率は

３0％程度と高く、主に女性グループや家族連れが占め

る。

当施設では、お茶づくりに関する技術の伝承、学校への

教育の場の提供、地域活性化への貢献に加え、製品のＰ

Ｒ・販売による「静岡茶」の普及に努めることを目的に、

見学事業を実施している。そのため、事業費は広報活動費

と位置づけており、入場料金は無料にしている。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。

ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

※香りの丘 茶ピア ホームページより一部引用

事例10 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：ＪＡ遠州中央 香りの丘 茶ピア

施設内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

10名以上の団体については、事前予約が必要であ

る。

　＜案内係による注意喚起＞

見学にはガイドが全行程に同行し、案内をしながら

十分な注意を払っている。また、事前に注意事項を十

分に伝えている。

見学プログラムの内容（10名以上が主な対象）は以下

のとおりである。

①お茶の説明

②施設見学

まずは職員がお茶についての説明を10分程度行い、そ

の後バスで移動しながら各施設の概要説明を行う（車窓

より見学）。その後は時間の許す限り、施設内を自由に

見学できる（体験メニューについては事前の予約が必要

で、有料の場合もある）。

静岡県袋井市岡崎7157-1

車の場合　：東名高速道袋井ＩＣから車で15分

電車の場合：JR袋井駅からバス10分

0538-44-1900（土日祭は44-1905）

10名以上の団体は要予約

火曜日、年末年始

１0:00～1５:00

普通車300台、大型バス50台

無料（体験メニューは有料の場合あり）

制限なし

約25,000人

グループ客、学生団体、業務視察

徒歩

バス等の車窓から見学

特になし

特になし

車椅子対応トイレ

10名以上の団体は要

事前説明、ガイド案内中

－

－

社員（兼務）

なし

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、産業観光推進組織

－

－ 静岡茶のＰＲを目的とした総合体験施設 －
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット等で行っ
ている。今後の取り組みについては、受け入れ時間を短く

してツアーの回数を増やすことにより、現状よりも拡大す

る計画である。特に、土日の申し込みが多いため、2008
年度は曜日別のツアー回数の設定を検討する予定である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、地域貢献、製造現場の

開示要望、そして自社製品のＰＲ等を目的に見学事業を実
施している。見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位

置づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料にし
ている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ

イドの人数は全部で８人であり、ガイド１人あたり50名に

対応する。見学は同時に２名から50名までとなっており、
１団体につき最大でガイド２人が対応する。

ガイド養成方法として、社内教育（マニュアルの活用）
及び外部からの講師の招聘を行っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞
見学に際し、立入区域や写真撮影箇所に制限を課し

ている。また、定期的な見学コースのチェックや清
掃・点検を実施している。

京都府久世郡久御山町田井新荒見128

車の場合　：京滋バイパス久御山ＩＣより約10
分

電車の場合：近鉄大久保駅からバスで約10分

0774-43-5522

要予約

第一、第三、第五月曜日、年末年始

１日３回（10:00～、13:00～、15:00～）
見学所要時間は約90分

普通車20台、大型バス６台

無料

※近畿コカコーラボトリング（株）ホームページより 一部引用

事例11 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：近畿コカコーラボトリング（株） 京都工場

施設内での安全対策として、下記を施している。
　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の前日ま

で予約を受け付けており、予め人数、代表者名、連絡
先、来場の交通手段などをうかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞
見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注
意事項を十分に伝えている。

全て要

事前説明、ガイド案内中

立入区域、写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである（いずれも

エコラ館で実施）。
①ウエルカムゾーン（25分）

②スタディゾーン（シアター、16分）
③スタディゾーン（タイムトンネル、８分）

④スタディゾーン（ファクトリービュー、15分）
⑤ミニ劇場（製造映像、10分）

⑥チャレンジゾーン（10分）

工場内は徒歩での移動となる。工程見学（ファクトリー
ビュー）はガラス越しに行う。製造ラインを見てもらうこ

とにより、製品に対する安全・安心を認識してもらうこと
が見学のポイントである。

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
模型、製品陳列

パンフレット（英語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、車椅子貸出、
案内係の補助

近畿コカコーラボトリング（株）京都工場のある京都

府久御山町は、府南部に位置する。京都府と接する平野
部に位置し、木津川、宇治川及び宇治川の支流である古

川に囲まれた自然豊かな地である。また、京滋バイパス
（国道１号）と第二京阪道路の結節点であるなど、道路

交通の便が良いところである。

京都工場は1971年に設立された。敷地内には、コカ
コーラ製品工場のほか、コーヒー焙煎工場、営業支店、

工場見学・展示施設であるエコラ館などがある。缶に清
涼飲料水を詰める機械は日本最速である。

見学事業がスタートしたのは2005年である。受け入
れ対象の制限はなく、2006年度の利用者数は36,850

人であった。最も多い客層は家族連れで、次いで女性グ
ループ、男女グループの順となっている。リピート比率

は10％程度で、家族連れ、学生団体が多い。

制限なし

約37,000人

家族連れ、女性グループ、男女グループ

－ 製品の安全・安心をＰＲポイントとする工場 －

社員（専属）

社内（マニュアル）、外部講師

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状よりも拡大

 
 
 



27 

見学事業のＰＲは、ホームページ、メディア等で行って

いる。今後の取り組みについては、現状と同様の内容・規

模で実施する計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、自社製品のＰＲ等を目

的に見学事業を実施している。見学にかかる事業費は広報

活動費の一環と位置づけており、お客様への負担は求め

ず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の派遣社員が案内を行う。

ガイドの人数は全部で６人であり、ガイド１人あたり30～

40名に対応する。見学は同時に1名から120名までとなっ

ており、１団体につき最大でガイド４人が対応する。

ガイド養成方法としては、社内において社員が指導を行っ

ている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、立入区域や写真撮影箇所に制限を課して

いる。また、見学通路や見学箇所等において、清掃・点

検をしっかりと行っている。

大阪府高槻市朝日町1-10

車の場合　：名神高速道路茨木ICより20分
　　　　　　（自家用車での来場は不可）
電車の場合：ＪＲ京都線摂津富田駅より徒歩

15分

072-685-5031

要予約

土日祝祭日、工場停止日

09:30～及び13:30～の２回（いずれも１団体
ずつ）
見学所要時間は105分

普通車なし、大型バス４台

無料

※明治製菓（株）ホームページより一部引用

事例12 種別：Ａ－２（食品・飲料類）　
名称：明治製菓（株） 大阪工場

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の１ヶ月

前（小学校の場合は２ヶ月前）から２週間前まで予約

を受け付けており、予め人数、連絡先、車椅子の有無

などをうかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝えている。

全て要

事前説明、ガイド案内中

立入区域、写真撮影箇所

清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①ビデオ鑑賞（15分）

②明治製菓概要説明（30分）

③チョコレート館およびスナック館見学（60分）

工場内は徒歩での移動となる。工程見学はガラス越し

に行う。特に、菓子の包装工程、製造工程が見所であ

る。なお、見学者がより楽しめるための工夫として、体

験ゾーンや試食コーナー等を設けた新見学者通路を新た

に設置した。

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、製品陳列

ビデオ（一部が英語）

車椅子対応トイレ、階段昇降機、障害者用
駐車スペース、車椅子貸出、案内係の補
助、エレベータ・スロープ（2008年より）

明治製菓（株）大阪工場のある大阪府高槻市は、京都

府と接する大阪府北部に位置する。中心部は大阪平野に

属し、北部は山々が連なり、南部は淀川に接するなど、

自然に囲まれた地である。また、大阪と京都の中間に位

置するため、両地域のベッドタウンにもなっている。

明治製菓（株）大阪工場は、工場の連なる東海道線沿

線に立地する。1955年の設立以降、チョコレートやビ

スケット、スナックなど約50品目の製品を生産してい

る。環境問題にも積極的に取り組んでおり、廃棄物ゼロ

に向けた施策を展開している。

見学事業がスタートしたのは1960年である。学生団

体、一般団体、個人・グループ（いずれも３歳以下の子

供は対象外）を受け入れており、2006年度の利用者数

は13,143人であった。最も多い客層は学生団体で、次

いで女性グループ、業務視察の順となっている。リピー

ト比率は80％程度と高く、学生団体が多い。

４歳以上

約13,000人

学生団体、女性グループ

－ 見学・体験が充実した施設 －

派遣社員（専属）

社内（指導）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ、メディア

現状と同程度
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※日軽新潟（株）ホームページより一部引用

見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレットに限定し
ている。今後の取り組みについては、人的、物的にも現在の

レベル・内容が最適と捉えているため、現状と同様の内容・

規模で実施する計画である。

当施設では、ものづくりに関する歴史・文化・技術の伝
承、学校への教育の場の提供、製品のＰＲ等を目的に見学

事業を実施している。そのため、見学にかかる事業費は広

報活動費と位置づけており、お客様への負担は求めず、料
金は無料にしている。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイドの

人数は全部で３人であり、ガイド１人あたり10名に対応す
る。見学は同時に３名から20名までとなっており、１団体

に最大でガイド全員が対応する。

ガイドの養成は社内で行っており、教育専門の社員が指導
を行っている。

新潟県新潟市北区太郎代1572-19

車の場合　：新新バイパス豊栄ICより約5分

電車の場合：JR豊栄駅より約15分

025-255-3141

要予約

日曜日、工場休日

09:00～16:00
見学所要時間は約100分

普通車10台、大型バス２台

無料

事例13 種別：Ａ－３（食品・飲料に関わる容器類）　
名称：日軽新潟（株）

工場内での安全対策として、下記が施されている。

　＜事前予約制＞
見学は全て事前予約制である。見学希望日の２ヶ月

前から２週間前までに予約を行い、予め名前（来場者

リスト）、人数、連絡先、見学目的などをうかがって
いる（受け入れ対象の選定を行っている）。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内
をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項（衣服など）を十分に伝え、見学中はヘルメッ

トの着用を義務づけている。

全て要

事前説明、ガイド案内中、安全装備

立入区域、写真撮影箇所

定期的チェック

社員（兼務）

社内（指導）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①押出工場見学（20分）

②第２加工工場見学（30分）
③容器工場見学（20分）

④第１加工工場見学（10分）
⑤第３、４加工工場見学（20分）

見学はやや離れた場所から行うものの、迫力ある製造

工程は臨場感がある。特に、大型押出機は日本有数の規
模を誇る。また、自動車、鉄道、機械、アルミ容器な

ど、様々な加工品を目にすることができる点も特徴的で

ある。

バスと徒歩

離れた場所から遮蔽なしで見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロープ

日軽新潟（株）のある新潟県新潟市は、日本海に面す

る政令指定都市である。日本一の長さを誇る信濃川や会
津より連なる阿賀野川が市内を流れるなど、水資源に恵

まれた都市であり、また北前船の寄港地及び明治維新の
開港5港に数えられるなど、港町として古くから栄えた

まちでもある。

日軽新潟（株）は、1941年に日本軽金属（株）新潟
工場として操業を開始し、1982年に現在の新潟東港工

業団地に移った。現在の主力事業である大型押出事業お

よび容器事業は移転と同時に始まり（それまではアルミ
ニウム精錬が主体であった）、2002年には現在の会社

組織となった。

見学事業はこの新たな会社の誕生とともに開始され
た。受け入れ対象は一般団体（業務視察）のみに限定し

ており、2006年度の利用者数は100人程度であった。

一般団体（業務視察）のみ

約100人

業務視察

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、立入箇所や写真撮影箇所に制限を課して
いる。また、見学コースを定期的にチェックしている。

－ 世界で唯一の大容量アルミ食品容器の製造 －
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事例14 種別：Ａ－３（食品・飲料に関わる容器類）　
名称：(株)ノリタケカンパニーリミテド ノリタケの森クラフトセンター

愛知県名古屋市西区則武新町3-1-36

車の場合　：名古屋高速都心環状線錦橋出口よ
り５分

電車の場合：地下鉄東山線亀島駅より徒歩5分

052-561-7290

不要（団体バスでの来場の場合は予約が望まし
い）

月曜日、年末年始、お盆

10:00～17:00
見学所要時間は自由

普通車120台、大型バス５台

大人500円、高校生300円、中学生以下、65
歳以上、障害者は無料

なし

－

施設内での安全対策として、下記を施している。
　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設置しており、さらにガラス
壁や柵を設けることにより、身を乗り出さないように

している。また、館内での写真撮影は禁止としてい
る。

見学コースについては、定期的なチェック及び清

掃・点検をしっかりと行っている。

団体は事前予約が望ましい

－

立入区域、写真撮影

定期的チェック、清掃・点検の実施

クラフトセンター内の見学は基本的に自由であり、順路

に沿って各自で行う。このため予約は不要であるが、観光
バスで訪れる団体の場合は駐車スペース確保のためにも予

約することが望ましい。
クラフトセンター内は歩いての見学となる。直接間近で

作業工程を見ることができ、ガイドによる案内はないもの
の案内板等はしっかりと設置されている。また、時には来

館者と制作者（従業員）が会話を交わす光景も見られるな

ど、なごやかな雰囲気が漂っている。

徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般）、製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語）、
案内板（英語）
車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、車椅子の貸出

　（株）ノリタケカンパニーリミテド・ノリタケの森ク
ラフトセンターのある名古屋市は、愛知県西部の濃尾平

野に位置する。名古屋市及び周辺地域は城下町として古

くから栄え、明治以降も商工業都市として発展を続け現
在に至っている。このため、ものづくりへの関心はもと

もと強い。
ノリタケカンパニーリミテドは、1904年に当地で操

業を開始した。「ノリタケの森」は、会社の創業100周

年の記念事業としてノリタケ本社敷地内に造られ、
2001年にオープンした。敷地内にはクラフトセンター

をはじめ、ミュージアム、レストラン、ショップなどが
あり、多様な人々が集まる集積エリアとなっている。

2006年度の利用者数は施設全体が約42万人、クラフ

トセンター自体は8.2万人であった。受け入れ対象に制限
はなく、女性グループの利用が多数を占める。リピータ

ーもやはり女性グループが多く、リピート比率は40％程
度で、年に３回以上訪れるハードリピーターは20％程度

にものぼる。

制限なし

約82,000人（クラフトセンターのみ）

女性グループ

当施設では収益性も求めているため、見学事業のＰＲは幅
広く、ホームページ・パンフレット、旅行雑誌・ガイドブッ

ク、その他の雑誌などに掲載させているほか、旅行会社との
提携や産業観光推進懇談会（AMIC）にも加盟している。

今後については、来館者数が順調に推移していることもあ

り、これまでと同様の内容・レベルで見学事業を行う計画で
ある。

ＨＰ・パンフ、旅行雑誌・ガイドブック、
その他の雑誌、産業観光推進組織、旅行会
社など
現状と同程度

※ノリタケの森ホームページより一部引用

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術の

伝承、学校への教育の場の提供、「本物」の迫力の体感、地
域貢献、自社製品のＰＲ、商品・製品の販売や入場料等で収

益を得ること等を目的に見学事業を実施している。
施設の適切な運営（独立採算）のために入場料を取ってお

り、旅行会社のツアーにも組み込んでもらっているが、お客

様に応分の負担までは求められない（入場料収入は経費の一
部のみ）ため、会社の宣伝・PR施設という位置づけにもな

っている。

有料（経費の一部）

提携あり

当施設では、ガイドによる案内は行っていない。それより
も、自由に見てもらう方がいいと考えており、製造工程で作

業する社員が説明するなど、お客様とのコミュニケーション
は十分に図られている。

なお、ボランティアガイドについては、控え室等の手配や

講義などが必要となるため、登用は考えていない。

－ 多様な機能を有し、独立採算への取り組みを試む施設 －
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット等で行って

いる。今後の取り組みについては、現状と同様の内容・規模

で実施する計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術の

伝承、学校への教育の場の提供、地域貢献、自社製品のＰＲ

等を目的に見学事業を実施している。そのため、見学にかか

る事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様への

負担は求めず、料金は無料にしている。特に、お客様が同社

を見学し取り組み方等を理解してもらった上で同社製品を購

入していただく事が最重要目的であるため、営利を目的とす

る旅行会社等との連携は行っていない。

当施設の見学では、専属のガイド（業務委託先）が案内を

行う。ガイドの人数は全部で６人であり、ガイド１人あたり

30名に対応する。見学は同時に５名から100名までとなっ

ており、１団体につき最大でガイド３人が対応する。

ガイド養成方法としては、社内で教育を行っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学通路等の清掃・点検をしっかりと行っている。ま

た、写真撮影箇所に制限を課している。

東京都墨田区文花2-1-3

車の場合　：首都高速道路7号線錦糸町ICより
約 10分
電車の場合：東武亀戸線小村井駅より徒歩８分

03-5630-9000

要予約

土日祝祭日、夏季休暇、年末年始、ＧＷ

10:00～11:30、14:00～15:30
見学所要時間は90分

普通車０台、大型バス３台

無料

事例15 種別：Ａ－４（生活・衛生用品類）　
名称：花王（株） 東京工場（すみだ事業場）

社員（専属・業務委託）

社内（教育）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

※花王（株）ホームページより一部引用

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の２ヶ月

前から前日まで予約を受け付けており、予め人数、団

体名・代表者名、連絡先、交通手段などをうかがって

いる。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分伝えている。

全て要

事前説明、ガイド案内中

写真撮影箇所

清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①企業紹介ビデオ（5分）

②会社概況説明（5分）

③化粧品工場見学（15分）

④総合美容技術研究所見学（5分）

⑤消費者相談センター（5分）

⑥花王ミュージアム（55分）

工場内は徒歩での移動となる。工程見学は、直接間近

で見ることができる箇所と、ガラス越しに見学する箇所

に分かれる。なお、ガラス壁の一部については、目線よ

り上の部分はガラス、その下はパテーションで仕切るな

ど、費用低減のための工夫がみられる。

見学中に肌診断及び毛髪診断が体験できるのが特徴で

ある。さらに、来訪客数の増加やリピート率拡大方策と

して、女性客を対象に、新製品等のサンプルを特定時期

に配布している。

徒歩

直接間近及びガラス越しに見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、製品陳列

ガイド案内（英語）、パンフレット（英
語）、ビデオ（英語・中国語）、解説・案
内板の一部（英語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロープ

花王（株）東京工場のある東京都墨田区は、23区の東

部に位置する。隣接する台東区、葛飾区等とともに「下

町」と呼ばれ、古くから栄えたまちである。現在、業平

橋駅を中心とする再開発計画が進められており、今後の

発展が期待されている。

東京工場の歴史は古く、1923年に吾嬬町工場として

操業を開始した。当時は石鹸の生産とグリセリン生産に

取り組んでおり、同社の大量生産のさきがけとなった。

都心立地のため、見学のためのアクセス条件は抜群で

ある。2006年度の利用者数は7,701人であった。受け

入れ対象は小学３年生以上（同業者等は不可）で、最も

多い客層は学生団体で、次いで業務視察、男女グループ

の順となっている。リピート比率は30％程度で、やはり

学生団体が多い。

小学３年生以上

約7,700人

学生団体、業務視察、男女グループ

－ 「美容」をテーマとする見学・体験・展示施設 －
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※日産自動車追浜工場ホームページより一部引用

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。申し込みはインター

ネットで受け付けており、利用に関する詳細な注意事

項への同意、来訪者の確認（メールアドレスの確認）

等を行っている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学に際しては、案内係（ガイド）が全行程に同行

し、案内をしながら十分な注意を払っている。また、

12歳以下の子供の見学については引率者（保護者）

の同伴を義務づけている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、写真撮影箇所に制限を課している。ま

た、定期的な見学コースのチェックや清掃・点検など

を行っている。

見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット等で行

っている。今後の取り組みについては、見学希望者は多い

ものの、工場の生産ラインに影響を与えない見学としては

現在の受入が限界なので、現状と同様の内容・規模で実施

する計画である。

神奈川県横須賀市夏島町1

車の場合　：首都高速湾岸線 幸浦インターよ
り車で約15分

電車の場合：京浜急行追浜駅より徒歩約20分

046-867-5013

要予約

土日祝日及び特定日

09:00～14:00
見学所要時間は約90分

あり

無料

事例22 種別：Ａ－７（自動車製品類）　
名称：日産自動車（株） 追浜工場

全て要

ガイド案内中、引率者同伴

立入区域、写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

当施設では、小中学校等への教育の場の提供、他国の技

術力向上への寄与、自社製品のＰＲ等を目的に、見学事業

を実施している。見学にかかる事業費は広報活動費の一環

と位置づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料

にしている。特に、ものづくりの原点の紹介、社会科見学

として行っているため、収益を前提とした旅行会社等との

連携は行っていない。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

当工場の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ

イドの人数は全部で９人であり、ガイド１人あたり20名

（小学生は40名）に対応する。見学は同時に２名から40

名（小学生は200名）までとなっており、１団体につき最

大でガイド２人（小学生は５人）が対応する。

ガイド養成方法としては、社内での教育（教育専門の社

員による指導及びマニュアルの活用）に加え、外部からの

講師の招聘を行っている。

社員（専属）

社内（指導、マニュアル）、社外講師

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①見学概要の説明（15分）

②ビデオ上映（10分）

③専用埠頭見学（25分）

④組み立て工場見学（20分）

⑤体験コーナー（10分）

⑥最終検査ライン見学（10分）

工場内はバスと徒歩での移動となる。「組み立て工

場」「最終検査ライン」では、マーチやキューブ、ティ

ーダなどのコンパクトカーの組み立て・検査工程を直接

間近で見学することができる。また、「専用埠頭」はバ

ス車内からの見学となる。一連の見学を通して、「日産

生産方式」を理解してもらうことが当見学の最大の特徴

である。

バスと徒歩

直接間近から及びバスの車内から

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、模型、製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語）、
解説・案内板（英語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、車椅子貸出、音声ガイド

日産自動車（株）追浜工場のある神奈川県横須賀市

は、ペリー来航の地であるとともに、江戸幕府が浦賀造

船所を設置するなど、その後のわが国の重工業の発展の

基礎を築いた地である。現在も、工場や研究所、自衛隊

や米軍基地などが集まる一大産業集積地となっている。

追浜工場は、横須賀市の港湾部に立地している。その

歴史は古く、わが国初の本格的乗用車工場として1961

年に操業を開始した。最新技術の導入に意欲的であり、

業界初の溶接ロボットの導入など、世界屈指の自動化対

応の乗用車組立工場として発展してきた。

工場見学は1963年より継続して行っている。同業種

など一部を除き、基本的には全ての人を受け入れてい

る。学生団体や業務視察等の需要が多く、年間約８万人

が訪れる。

制限なし

約80,000人

学生団体、業務視察

－ わが国初の本格的乗用車工場 －
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレットやメディ

ア等で行っている。今後の取り組みについては、現状と同様

の内容・規模で実施する計画である。

三重県三重郡川越町大字亀崎新田字朝明87-1

車の場合　：伊勢湾岸自動車道みえ川越ＩＣか
ら約5分

電車の場合：近鉄名古屋線富洲原駅より車で約
10分

059-363-6565

発電所見学は要予約、電力館見学は10名以上の
団体の場合のみ要予約

月曜日、第三金曜日、年末年始（但し春・夏休
みは無休）

09:00～16:40（電力館）
見学所要時間は90分（標準）

普通車80台、大型バス6台

無料

※川越電力館ホームページより一部引用

事例29 種別：Ａ－８（ライフライン類）　
名称：中部電力（株） 川越電力館テラ４６（川越火力発電所）

施設内での安全対策として、下記を施している。
　＜事前予約制＞

発電所見学を希望する場合、全て事前予約が必要で
ある（電力館のみの見学の場合は10名以上の団体の

み要予約）。予め団体・グループ名、見学者名、人

数、連絡先などをうかがっている。特に、参加者名簿
　　（氏名、住所、電話番号）の提出が必須である。

　＜案内係による注意喚起＞
見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。

全て要（発電所見学の場合）

ガイド案内中

立入区域

－

見学プログラム（標準コース）の内容は以下のとおり
である。

①車中説明（駐車場にて、10分）
②発電所見学（40分）

③電力館見学（40分）

施設入口（電力館）と発電所の間はバスでの移動、発
電所及び電力館内部の見学は徒歩での移動となる。建物

の外観は車中から、発電所内はガラス越しや離れた場所

から遮蔽無しでの見学となる。特にタービン建屋内部の
見学は発電機の音を直接体感することができ迫力満点で

ある。一方、電力館は「発電」とはテーマがやや異な
り、地球とエネルギー資源・環境に関するアトラクショ

ンやゲーム、映像等を扱っている。当施設の見学のポイ

ントは、普段見ることのできない世界最大級の火力発電
所と、さまざまな展示を楽しめる電力館である。

バスと徒歩

離れた場所から、及びバスの車内から

パンフレット（一般、学生）、模型、イベ
ントチラシ

ガイド案内（英語）、パンフレット（英
語）、解説・案内板（英語）
車椅子対応トイレ、エレベータ、障害者用
駐車スペース、車椅子貸出

中部電力（株）川越電力館のある三重県川越町は、県

北部に位置する。起伏のない沖積層地帯で、南部は伊勢
湾に接し、町が海岸部を埋め立てた臨海工業団地の一角

に電力館が立地する。

川越発電所はLNG（液化天然ガス）を使用する火力発
電所で、1989年に１号機が稼働を開始した。現在は４

号機まで建設されており、総出力は世界最大級である。
隣接地には、中部電力のＰＲ館である川越電力館テラ46

（1996年にオープン）、発電所で発生した熱を利活用

した温水プールがあり、誰もが利用可能である。
見学事業がスタートしたのは電力館ができた1996年

である。受け入れ対象の制限はなく、2006年度の利用
者数は約15万人（電力館）であった。最も多い客層は家

族連れで、次いで学生団体、男女グループの順となって

いる。リピート比率は60％程度で、家族連れが多い。外
国人客については、ＬＮＧ輸入国であるカタールや中東

などから訪れる。

制限なし

約150,000人（電力館）

家族連れ、学生団体、男女グループ

ＨＰ・パンフ、メディア

現状と同程度

当施設では、地域貢献、業界・自社製品のＰＲ等を目的
に見学事業を実施している。特に、当施設は町の理解を得

て建設されたものであり、地元への還元は最重要と捉えて
いるため、見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位置

づけ、お客様への負担は求めず、料金は無料にしている。

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

当施設は中部電力のＰＲ館という位置づけであるため、
ガイドはボランティアではなく専属の社員が行う。ガイド

の人数は全部で12人（うち９人は電力館運営を委託してい

る子会社の所属）であり、この他に発電所内部の専門的な
説明役として、同社のＯＢを専任で雇っている。

ガイド養成方法としては、社内において先輩コンパニオ
ンが指導を行っているほか、外部から講師を招聘すること

もある（マナー研修など）。入社後１ヶ月半程度で、１人

で案内できるように育成している。なお、コンパニオンは
案内のほか、イベント企画やチラシ作成なども行ってい

る。

社員（専属）

社内（指導）、外部講師の招聘

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞
見学に際し、誘導路を設け、立入区域に制限を課して

いる。

－ 世界最大級の火力発電所と地球をテーマにした展示館 －
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工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の４ヶ月

前から１週間前まで予約を受け付けており、予め訪問

日時、人数、連絡先、団体名、来場の交通手段などを

うかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝え、特に小中学生については引率者

の同伴を義務づけている。

見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット等で行

っている。今後の取り組みについては、ガイドの対応や受

け入れ時間の制限を考慮し、現状と同様の内容・規模で実

施する計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術

の伝承、学校への教育の場の提供、製造工程をみせること

による「本物」の迫力の体感、地域貢献、他国の技術力向

上への寄与、製造現場の開示要望、自社製品のＰＲ等を目

的に見学事業を実施している。見学にかかる事業費は広報

活動費の一環と位置づけており、お客様への負担は求め

ず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ

イドの人数は全部で２人であり、ガイド１人あたり50名に

対応する。見学は同時に1名から120名までとなってお

り、１団体につき最大でガイド２人全員が対応する。

ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設け、立入区域に制限を課し

ている。また、定期的な見学コースのチェックや清

掃・点検を実施している。

北海道苫小牧市王子町2-1-1

車の場合　：道央自動車道苫小牧東ICより25分
電車の場合：ＪＲ苫小牧駅より徒歩10分

0144-32-0127

要予約

土日祝祭日及び夏季工場休転（６月末～７月上旬）

09:00～15:00
見学所要時間は90分（見学プログラム全て）もし
くは60分（パルプ製造工程を除く）

普通車10台、大型バス４台

無料

※王子製紙（株）ホームページより一部引用

事例32 種別：Ｂ－１（素材加工類）　
名称：王子製紙（株） 苫小牧工場

－ 世界最速の新聞抄紙機を有する大規模工場 －

全て要

事前説明、ガイド案内中、引率者同伴

立入区域

定期的チェック、清掃・点検の実施

社員（専属）

なし

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①工場概要説明（15分）

②工場ＰＲビデオ（15分）

③新聞用紙製造工程見学（30分）

④古紙からパルプを製造する工程の見学（30分）

工場内はバスと徒歩での移動となる。工程見学は、遮

蔽なしで見ることができるため、迫力を体感することが

できる。特に、世界最速・最新鋭の新聞抄紙機と古紙か

らパルプを製造する工程が当工場の特色となっている。

バスと徒歩

離れた場所から遮蔽なしで見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、模型、製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語・中
国語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロープ

王子製紙（株）苫小牧工場のある北海道苫小牧市は、

北海道中部に位置する。太平洋に面しており、フェリー

航路が多く設けられるなど、本州各地からの海の玄関口

となっている。また、北海道の空の玄関口である新千歳

空港からも近く、鉄道も含め、交通の要衝となってい

る。

王子製紙（株）は国内初の本格的な抄紙会社として、

1873年に設立された。当工場の稼働開始は1910年で

あり、世界最大の新聞用紙生産工場として、安定供給と

いう社会的使命を果たし、パルプから紙までの一貫生産

体制を構築している。

見学事業がスタートしたのは1965年である。苫小牧

駅前という好立地条件のため容易に訪れることができ

る。受け入れ対象の制限はなく、2006年度の利用者数

は4,166人であった。最も多い客層は学生団体で、次い

で業務視察、男女グループの順となっている。リピート

比率は40％程度で、男女グループが多い。

制限なし

約4,200人

学生団体、業務視察、男女グループ

ＨＰ・パンフ

現状と同程度
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット及び協議

会等の産業観光推進組織で行っている。今後の取り組みに
ついては、現状では十分に機能しているため、現状と同様

の内容・規模で実施する計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術
の伝承、学校への教育の場の提供、製造工程をみせること

による「本物」の迫力の体感、地域貢献、自社製品のＰＲ
等を目的に見学事業を実施している。そのなかでも、鉄鋼

業についての認知度アップや社会貢献を主目的としてお
り、見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位置づけて

おり、お客様への負担は求めず、料金は無料にしている。

当施設の見学では、ガイド専属の社員が案内を行う。ガ
イドの人数は全部で７人であり、ガイド１人あたり50名に

対応する。見学は同時に５名から150名までとなってお
り、１団体につき最大でガイド３人が対応する。

ガイド養成方法としては、社内において、教育専門の社
員が指導を行っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、立入区域には制限を課し、写真撮影は禁
止としている。また、見学通路等の点検を実施してい

る。

福岡県北九州市戸畑区飛幡町1-1

車の場合　：北九州都市高速道路戸畑ランプよ
り5分

電車の場合：ＪＲ鹿児島本線戸畑駅から車で5
分・徒歩20分

093-872-6105

要予約

土日祝祭日、年末年始、11月18日

09:30～11:30、13:30～15:30
見学所要時間は105分（移動時間を含む）

大型バス３台

無料

※新日本製鐵（株）八幡製鉄所ホームページより一部引用

事例33 種別：Ｂ－１（素材加工類）　
名称：新日本製鐵（株） 八幡製鉄所

工場内での安全対策として、下記を施している。
　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の６ヶ
月前から３週間前まで予約（窓口は北九州市観光

課）を受け付けており、予め人数、バスの台数、連
絡先、見学者全員の名前、見学目的などをうかが

っている。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案
内をしながら十分な注意を払っている。また、事前

に注意事項を十分に伝え、ヘルメットの着用を義務
づけている。

全て要

事前説明、ガイド案内中、安全装備

立入区域、写真撮影箇所（禁止）

点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである（移動時

間を除く）。
①概要説明（40分）

②高炉工場見学（15分）
③熱延工場見学（20分）

敷地は広大であるため、概要説明場所及び各工場の間
はバス（見学者が手配）での移動となる。各施設内の見

学は離れた場所からとなるが、高温の鉄を扱うため、熱
気が十分に伝わってくる。見学のポイントは、敷地の広

さ、設備規模の大きさ、鉄づくりのダイナミックさ、安
全に対する意識である。

バスと徒歩

離れた場所から遮蔽なしで見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）

パンフレット（英語・中国語・韓国語）、
ビデオ（英語・中国語・韓国語）、解説・
案内板（英語）

－

新日本製鐵（株）八幡製鉄所のある福岡県北九州市

は、県の北東部に位置する。かつて物資輸送の中継地で
あった門司地区、鉄の生産を行った八幡地区、石炭の積

み替えを行った若松地区などで形成されている。現在も
多くの企業が工場・事業所を構えており、近年は産業観

光にも力を注いでいる。
八幡製鉄所は「殖産興業・富国強兵」のかけ声のも

と、鉄の高速・大量生産を目的に、1901年に当時の官
営八幡製鉄所・第一高炉が稼働を開始した。その後、官

民企業の合同による日本製鐵株式会社の設立、戦後の解
体及び合併を経て、現在の新日本製鐵（株）に至る。八

幡製鉄所は現在も同社の主力工場である。
市の産業観光推進戦略のもと、見学事業にも取り組ん

でいる。受け入れ対象は学生団体（小学５年生以上）、
一般団体、旅行会社・バス会社等のツアーである。

不明

不明

不明

社員（専属）

社内（指導）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、産業観光推進組織

現状と同程度

－ 官営製鉄所時代から続く鉄づくり －
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット等で行

っている。今後の取り組みについては、現状のスタッフで

は限界があるものの、質をあげることにより、現状と同様

の内容・規模で実施する計画である。

当施設では、製品や業界等の歴史・文化・技術の伝承、

学校への教育の場の提供、地域貢献、他国の技術力向上へ

の寄与等を目的に見学事業を実施している。見学にかかる

事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様への

負担は求めず、料金は無料にしている。特に、当施設では

「開かれた工場」の信念に基づいて実施しているため、収

益を前提とした旅行会社等との連携は行っていない。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイド

の人数は全部で３～４人であり、ガイド１人あたり10名に

対応する。見学は同時に10名から40名までとなってお

り、１団体につき最大でガイド全員が対応する。

ガイド養成は社内で行っており、教育専門の社員が指導

している。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、写真撮影箇所に制限を課している。さら

に、見学コースの清掃・点検をしっかりと行っている。

神奈川県川崎市川崎区夜光1-2-1

車の場合　：首都高速大師ＩＣより３分
電車の場合：京浜急行大師線「小島新田」駅よ

り徒歩10分

044-276-3721

要予約

土日祭日、年末年始、その他特定日

10:00～17:00
所要時間は全体で約120分

普通車０台、大型バス１台

無料

※日本ゼオン（株）ホームページより一部引用

事例34 種別：Ｂ－２（化学・石化類）　
名称：日本ゼオン（株） 川崎工場

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の２ヶ月

前から予約を受け付けており、予め団体名・代表者

名、連絡先、人数、見学目的、当社を選択した理由な

どをうかがっている（年齢制限あり）。特にテロ対策

に力を入れており、場合によっては見学者全員の名

簿、組織や団体を証明する書類の提出を求めることも

ある。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝え、ヘルメット等の着用を義務づけ

るとともに、危険物所持の場合は預かることにしてい

る。

全て要

事前説明、ガイド案内中、危険物預かり、
安全装備

写真撮影箇所

清掃・点検の実施

社員（兼務）

社内（指導）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①全社説明（20分）

②工場概要説明（15分）

③工場見学（60分）

④全体としての質疑（20分）

工場では、製造工程を直接間近で見学することができ

る。特に、国産ゴムの生産第一号として、歴史の重みを

感じさせられる点が特徴的であるといえる。さらに、見

学者により満足してもらう工夫として、簡単な実験を行

ったり、午前中の見学者に対しては見学終了後に昼食

（カレー）の提供を行っている。

徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

パンフレット（英語）、ビデオ（英語・中
国語）

－

日本ゼオン（株）川崎工場のある神奈川県川崎市は、

東京都と接する県東部に位置する。京浜工業地帯を形成

する一方で、近年は駅前を中心に工場跡地の再開発が進

められており、従来の工業都市のイメージから商業・観

光の町としての顔もみせるようになってきた。

川崎地区石油化学コンビナートの一画に位置する当施

設は、1959年に日本初の合成ゴムの量産施設として操

業を開始した。「首都圏の強みを活かした先進的な工場

を創造する」を事業所の基本方針に据え、独創的技術に

基づく優れた品質の製品群を生産している。

見学事業がスタートしたのは1997年頃である。受け

入れ対象は学生団体（高校生以上）、一般団体に限定し

ており、2006年度の利用者数は約350人であった。特

に多いのは、学生団体、海外研修生であり、現在訪れて

いる学校団体はほぼ全てが毎年来場している。

学生団体（高校生以上）、一般団体

約350人

学生団体、海外研修生

－ 日本初の合成ゴムの量産施設 －
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット等で行って
いる。今後の取り組みについては、見学者は事業関係者がほ

とんどであるため、現状と同様の内容・規模で実施する計画

である。

当施設では、自社製品のＰＲ等を目的に見学事業を実施

している。見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位置
づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料にして

いる。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。見学は

同時に３名から25名までとなっており、１団体につき最大

でガイド３人が対応する。
ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

静岡県静岡市清水区三保4025-1

車の場合　：東名高速道路清水ＩＣより20分

電車の場合：ＪＲ東海道線清水駅より徒歩５分の
江尻のりばから渡船で20分、もし
くは駅から車にて15分

054-334-2211

要予約

土日祝祭日、年末年始、工場休業日

09:30～15:00
見学所要時間は120分

普通車５台、大型バス１台

無料

※日本軽金属（株）ホームページより一部引用

事例35 種別：Ｂ－２（化学・石化類）　
名称：日本軽金属（株） 清水工場

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞
見学は全て事前予約制である。見学希望日の１ヶ月

前から20日前まで予約を受け付けており、予め氏

名、人数、連絡先、年齢、性別、見学目的、来場の交
通手段などをうかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞
見学には案内係（ガイド）が一部の行程に同行し、

案内をしながら十分な注意を払っている。また、事前

に注意事項を十分に伝えるとともに、安全確保のため
の必要な装備（ヘルメット、保護メガネ）を用意して

いる。
　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、誘導路を設け、立入区域に制限を課し

ている。また、写真撮影箇所の禁止・制限を行ってい
る。

全て要

事前説明、ガイド案内中、安全装備

立入区域、写真撮影箇所

－

社員（兼務）

なし

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

見学プログラムの内容は以下のとおりである。
①概要説明（20分）

②ビデオ（20分）

③見学（60分）
④質疑応答（20分）

工場内はバス（専属を用意）及び徒歩での移動となる。
工程見学は、直接間近で見ることができるため、迫力を体

感することができる。見学のポイントは、アルミニウム原

料としてだけでなく、日用品から先端技術の材料として幅
広く利用されている点を知ってもらうことである。

バスと徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般、学
生）、製品陳列

－

－

日本軽金属（株）清水工場のある静岡県静岡市は、静岡

県の中央部に位置する。北は長野県・山梨県との県境であ
る南アルプス、南は太平洋に接しており、南北に長い市で

ある。工場は、松原で有名な三保地区の一画に位置し、周
囲は様々な種類の工場が立地する工場地帯となっている。

日本軽金属（株）は、1939年に古河電工（株）と東京

電燈（株）（ 現在の東京電力）の提携に基づき、アルミ
ニウム製錬事業を目的に設立された会社である。清水工場

はその２年後の1941年に設立され、アルミナ化成品の分
野でわが国最高水準のテクノロジーを擁し、水酸化アルミ

ニウム、アルミナ等の生産を行っている。
見学事業は、受け入れ対象を学生団体（小学５年生以

上）及び一般団体に限定して行っているが、利用者のほと

んどは業務視察を目的に訪れる。リピーターはほとんどみ
られない。

学生団体（小学５年生以上）、一般団体

約4,200人

学生団体、業務視察、男女グループ

－ アルミナ化成品の分野でわが国最高水準のテクノロジー －
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※三菱重工業（株）紙・印刷機械事業部ホームページより一部引用

見学事業のＰＲは、近隣の小学校等への案内程度である。

今後の取り組みについては、現状と同様の内容・規模で実施
する計画である。

広島県三原市糸崎南一丁目1番1号

車の場合　：山陽自動車道 福山西ICより35分

電車の場合：JR糸崎駅から徒歩5分

0848-67-2009

要予約

土日、年末年始等の工場休業日

09:30～16:00
見学所要時間は約90分

普通車５台、大型バス３台

無料

見学事業は、学校への教育の場の提供という位置づけで

行っている。見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位
置づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料にし

ている。

当工場での見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイ

ドの人数は全部で２人で、１団体につき最大でガイド２人
全員が対応する（見学は同時に１名から120名まで）。

ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

事例38 種別：Ｂ－４（機械・設備類）　
名称：三菱重工業（株） 紙・印刷機械事業部

工場内での安全対策として、以下を施している。
　＜事前予約制＞

見学希望者には事前予約が必要である。申し込みは
見学希望日の６ヶ月前から１が月前まで受けており、

人数、氏名、連絡先、見学目的、交通手段等の詳細な

情報提供を依頼している。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内
をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝えるとともに、見学時はヘルメット

の着用を義務づけている。
　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、立入区域や写真撮影箇所に制限を課し
ている。

全て要

事前説明、ガイド案内中、安全装備

立入区域、写真撮影箇所

－

見学プログラムの内容は以下のとおりである。
①印刷機械部品見学

②商業オフセット輪転機見学

③枚葉印刷機見学
④新聞輪転機組立工場見学

工場内はバス及び徒歩での移動となる。工程見学は、
直接間近で見ることにより、迫力や技術力を体感しても

らうように努めている。当施設は、紙工機械・各種印刷

機械など、紙関連製品を一つの工場で製作している世界
で唯一の事業部であることが特徴である。

バスと徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

パンフレット（英語・中国語）、ビデオ
（英語・中国語・韓国語）

エレベータ・スロープ、障害者用駐車スペ
ース

三菱重工業（株）紙・印刷機械事業部が置かれている

広島県三原市は、瀬戸内海の沿岸部に位置する。年間を

通じて天候が安定しており、潮の流れの穏やかさと相ま
って、ゆったりとした雰囲気が漂う。

当事業部は、昭和18年（1943）に蒸気機関車・鉄道
車両用エアブレーキの専門工場として発足し、後にその

技術が応用される形で、紙・印刷機械事業に転じ、現在
に至る。近年は、製紙・紙工機械、印刷機械をはじめと

する高度な電子制御技術を駆使した高品質の産業機械の

製造を多く手がけている。
見学事業については、学生団体及び一般団体（いずれ

も９歳以上）のみ受け付けており、個人は基本的に不可
としている。2006年度の見学者数は650人で、学生団

体が多い。

学生団体、一般団体（９歳以上）

約700人

学生団体

社員（兼務）

なし

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状と同程度

－ 紙関連製品を一箇所で扱う世界唯一の工場 －
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見学事業のＰＲは、所属団体のホームページ等で行って

いるのみである。今後の取り組みについては、現状と同様

の内容・規模で実施する計画である。

当施設では、生産品目よりもむしろ環境活動に対する取

り組みについて知ってもらう（半導体には機密情報が多い
ため見せられる箇所が少ない）ことを目的に見学事業を実

施している。見学にかかる事業費は広報活動費の一環と位

置づけており、お客様への負担は求めず、料金は無料にし

ている。特に、見学事業は業務の一環として捉えているた
め、収益を前提とした旅行会社等との連携は行っていな

い。

当施設の見学では、社員が案内を行う。ガイドの人数は

全部で２人であり、ガイド１人あたり15名に対応する。見

学は同時に５名から30名までとなっており、１団体につき

最大でガイド２人全員が対応する。
ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

埼玉県羽生市大字秀安476 

車の場合　：東北自動車道羽生ICより約15分
電車の場合：東武鉄道伊勢崎線羽生駅より車で

約8分（徒歩約20分）

048-561-0081 

要予約

土日祝祭日、年末年始、ＧＷ、夏期休暇

概ね09:30～17:00
見学所要時間は90分

普通車５台、大型バス１台

無料

※関東三洋セミコンダクターズ（株）、三洋半導体（株）ホームページ
より一部引用

事例39 種別：Ｂ－５（部品・精密機械類）　
名称：関東三洋セミコンダクターズ（株） 羽生工場

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の１ヶ月

前から３週間位前まで予約を受け付けており、予め見
学目的、人数、連絡先、団体名、同業他社の関係者の

有無等をうかがっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が一部行程に同行し、案

内をしながら十分な注意を払っている。
　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞

見学に際し、立入区域や写真撮影箇所に制限を課し

ている。また、見学通路・箇所の清掃・点検をしっか

りと行っている。

全て要

ガイド案内中

立入区域、写真撮影箇所

見学通路等の清掃・点検の実施

社員（兼務）

なし

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ

現状と同程度

見学プログラムの内容は、環境関連施設見学コース

（プレゼンテーション、工場見学を含む90分）である。

工場内はバス及び徒歩での移動となる。工程見学は、

直接間近で見られるところとガラス越しに見るところに
分かれる。見学のポイントは、排水ゼロシステム、資源

ステーション（リサイクル）、屋上ガーデニングなどの

環境面への対応である。

直接間近及びガラス越しに見学

製品陳列、プレゼンテーション

－

－

関東三洋セミコンダクターズ（株）羽生工場のある埼

玉県羽生市は、関東地方のほぼ中央にあたり、群馬県と

の県境となる県北東部に位置する。関東平野の一部にあ
たる平坦な地形で、市中心部は商工業地域、その周囲は

農業地域となっている。

関東三洋セミコンダクターズ（株）は、1959年に設

立された東京三洋電機（株）に端を発する。1960年に

トランジスタの生産が東京三洋電機（株）に移管され、
ＬＳＩや半導体等の生産が行われた。その後、1986年

に三洋電機（株）と東京三洋電機（株）が合併し、

2002年に組立（後工程）関係会社4社の合併による関東

三洋セミコンダクターズ（株）が設立された。羽生工場

は同社の主力工場の１つである。
見学事業がスタートしたのは1980年である。受け入

れ対象は学生団体と一般団体で、2006年度の利用者数

は70人であった。最も多い客層は業務視察で、次いで学

生団体、男女グループの順となっている。リピート比率
は20％程度で、学生団体が多い。

学生団体、一般団体

約70人

業務視察、学生団体、男女グループ

バスと徒歩

－ 生産品目ではなく環境活動への取り組みを紹介 －
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレット等で行って

いる。今後の取り組みについては、工業団地の取り組みをよ

り広く情報発信するため、現状よりも内容・規模等を拡大す

る計画である。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術の

伝承、他国の技術力向上への寄与、川崎エコタウンでの取り

組みの情報発信等を目的に見学事業を実施している。見学は

自治体からの委託で行っており、お客様への負担は求めず、

料金は無料にしている。特に、川崎エコタウンの取り組みを

国内外に情報発信することが主目的であるため、収益を前提

とした旅行会社等との連携は行っていない。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイド

の人数は全部で１人であり、同時に５名から40名まで対応

する。

ガイド養成は行っておらず、社員が独自に対応してい

る。

川崎市川崎区水江町6-6

車の場合　：首都高速道路大師出入口から10
分

電車の場合：JＲ東海道線川崎駅からバスで約
20分

044-200-2313（川崎市経済局産業振興部新
産業創出担当）

要予約

土日祝祭日等

09:30～17:00

普通車３台、大型バス３台

無料

※川崎ゼロ・エミッション工業団地（川崎市役所）ホームページより
一部引用

事例41 種別：Ｂ－６（町工場）　
名称：川崎ゼロ・エミッション工業団地

社員（兼務）

なし

無料（自治体からの委託）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ

現状よりも拡大

地域（施設）内での安全対策として、下記を施してい

る。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の１ヶ

月程度前から２週間程度前まで予約を受け付けてお

り、予め人数、連絡先、見学目的等をうかがってい

る。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が同行し、案内をしな

がら十分な注意を払っている。

全て要

ガイド案内中

－

－

見学プログラムは特に設定されておらず、目的に応じ

て見学施設を選定する。団地内は徒歩での移動となり、

工程見学は基本的には直接間近で見学できるため、雰囲

気や迫力を体感することができる。見学のポイントとし

ては、企業の地球温暖化対策や資源循環の取り組みがあ

げられる。

徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般）

パンフレット（英語・仏語）、ビデオ（英
語）、解説・案内板（英語）

車椅子対応トイレ

川崎ゼロ・エミッション工業団地のある神奈川県川崎

市は、東京都と隣接する県東部に位置する。臨海部では

古くから工業用地の開発がなされており、京浜工業地帯

として現在でも多くの人が業務に携わっている。近年

は、駅前を中心に工場跡地の再開発が進められており、

従来の工業都市のイメージから商業・観光の町としての

顔もみせるようになってきた。

川崎ゼロ・エミッション工業団地は、川崎市のエコタ

ウン構想のモデル施設として2002年に操業を開始し

た。ここでは、事業活動から発生する排出物や副生物を

可能な限り抑制するとともに、これらの再利用・再資源

化やエネルギーの循環活用等を図り、環境負荷の最小化

を実現することを目指している。現在は16社（全て株式

会社）がエコタウン内で事業を行っている。

見学事業がスタートしたのは操業開始と同じ2002年

である。受け入れ対象の制限はなく、2006年度の利用

者数は約3,000人であった。最も多い客層は業務視察、

次いで男女グループ、男性グループの順となっている。

制限なし

約3,000人

業務視察、男女グループ、男性グループ

－ 排出物の抑制・再利用による環境負荷の最小化 －
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見学事業のＰＲはホームページ・パンフレットやメディ
ア、旅行会社・教育機関・公共施設への紹介、小中高校への

出前事業などの形で、幅広く行っている。今後の取り組みに
ついては、より一層理解を深めてもらうために、内容・規模
等を拡大する方向で検討を行っている。

当施設では、製品や業界の背景にある歴史・文化・技術
の伝承、学校への教育の場の提供、地域貢献、他国の技術

力向上への寄与、製造現場の開示要望、そして自社製品の
ＰＲ等を目的に見学事業を実施している。なかでも、会社

の環境取組に対し広く理解を深め、食品容器の効用・機能
を認識してもらうことが最大の目的となっているため、見
学にかかる事業費は広報活動費の一環と位置づけており、

料金は無料にしている。収益を前提とした旅行会社等との
連携は行っていない。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイド

の人数は全部で２人であり、ガイド１人あたり60名に対応
する。見学は同時に1名から120名までとなっており、１
団体につき最大でガイド２人全員が対応する。

ガイド養成方法としては、社内において、教育専門社員
及びOB等による教育、マニュアルの活用が取り入れられて

いる。特に、見学がより楽しめるための工夫の一つとし
て、ガイドのレベルアップに努めている。

見学プログラムの内容は以下のとおりである。
①概要説明及びリサイクル全般について（30分）

②リサイクル工程の窓越し見学と説明（30分）
③ビデオ放映（15分）

④質疑応答（15分）
施設内は徒歩での移動であり、工場見学は二階から一

階のリサイクル工程全景を窓越しに見下ろす。食品容器

の効用、機能、発泡スチロールトレーリサイクルの現状
と低環境負荷（LCA評価等）を学べる点が見学の特徴で

ある。

茨城県結城郡八千代町大字平塚4448 

車の場合　：常磐自動車道路谷和原ICより45分
電車の場合：関東鉄道常総線下妻駅より車で20分

0296-48-0400

要予約

土日祝祭日、お盆、年末年始

09:30～12:00、13:00～16:00
見学所要時間は90分

普通車15台、大型バス５台

無料

事例42 種別：Ｂ－７（その他）　
名称：（株）エフピコ 関東リサイクル工場

徒歩

ガラス越しに見学

パンフレット（一般、学生）、ビデオ（一
般、学生）、製品陳列

パンフレット（英語）

車椅子対応トイレ、エレベータ・スロー
プ、障害者用駐車スペース、案内係の補助

工場内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞
見学は全て事前予約制である。見学希望日の３ヶ月

前から１週間前まで予約を受け付けており、所定の用

紙への記入・提出を依頼している。なお、可能であれ
ば見学者名簿も合わせて提出してもらっている。

　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内
をしながら十分な注意を払っている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞
定期的な見学コースのチェックや清掃・点検を実施

している。また、写真撮影は禁止となっている。

全て要

ガイド案内中

写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

社員（兼務）

社内（指導、マニュアル）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、メディア、旅行会社等

現状と同程度

　（株）エフピコ・関東リサイクル工場のある茨城県八
千代町は、県の南西部に位置する。関東平野のほぼ中央

に位置する平坦な地形で、遠くに筑波山を眺めることが
できる。町内には水田や畑が拡がり、のどかな雰囲気を

醸し出している。
関東リサイクル工場は2000年に稼働を開始した。会

社の源流はＰＳＰ成型加工であったが、時代のニーズと

ともに事業を拡大し、リサイクル分野に参入することと
なった。

見学事業がスタートしたのは工場設立と同じ2000年

である。受け入れ対象の制限はなく、2006年度の利用
者数は1,920人であった。最も多い客層は一般団体（消

費者団体及び行政による団体視察）で、次いで学生団
体、業務視察の順となっている。リピート比率は60％程
度で、一般団体が多い。

制限なし

約2,000人

一般団体（消費者団体及び行政による団体
視察）、学生団体、業務視察

－ 食品容器の効用やリサイクルを学ぶ施設 －
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見学事業のＰＲは、ホームページ・パンフレット、協議会
等の産業観光推進組織、県観光振興課、商工会、旅行会社等

で行っている。今後の取り組みについては、観光施設として

地域貢献の役割を持たせるため、現状よりも内容・規模を拡

大する計画である。

当施設では、学校への教育の場の提供、地域貢献、自社

製品のＰＲ等を目的に見学事業を実施している。見学にか

かる事業費は広報活動費の一環と位置づけており、お客様

への負担は求めず、料金は無料にしている。特に、同社を

知ってもらい将来的な顧客となってもらうことに重点を置
いているため、収益を目的とした旅行会社等との連携は行

っていない。

当施設の見学では、社員（兼務）が案内を行う。ガイドの

人数は全部で７人であり、ガイド１人あたり15名に対応す

る。見学は同時に1名から60名までとなっており、１団体

につき最大でガイド５人が対応する。
ガイド養成方法については、社内においてマニュアルを活

用する形で行っている。

香川県さぬき市鴨庄4259-1

車の場合　：高松自動車道志度ICより約10分

電車の場合：ＪＲ高徳線志度駅より車で5分

087-894-5555

要予約

土日祝祭日、年末年始

10:00～15:00
見学所要時間は60分

普通車10台、大型バス２台

無料

※（株）セシールロジスティクスホームページより一部引用

事例43 種別：Ｂ－７（その他）　
名称：（株）セシールロジスティクス 志度ロジスティクスセンター

施設内での安全対策として、下記を施している。

　＜事前予約制＞

見学は全て事前予約制である。見学希望日の２日前

まで予約を受け付けており、予め名前、連絡先、人

数、交通手段、見学目的などをうかがっている。
　＜案内係による注意喚起＞

見学には案内係（ガイド）が全行程に同行し、案内

をしながら十分な注意を払っている。また、事前に注

意事項を十分に伝えている。

　＜立入制限、見学コースチェック、写真撮影制限など＞
見学に際し、写真撮影箇所に制限を課している。ま

た、定期的な見学コースのチェックや清掃・点検を実

施している。

全て要

事前説明、ガイド案内中

写真撮影箇所

定期的チェック、清掃・点検の実施

見学プログラムの内容は以下のとおりである。

①センター概要説明（10分）

②センター内見学（40分）
③質疑応答（10分）

工場内は徒歩での移動となる。工程見学は、商品入荷

→伝票発行→ピッキング→箱詰め→検品→発送の一連の

流れを直接間近で見ることができる。特に、西日本最大
規模の通販物流センター（敷地は約5万坪）という点が

特徴である。また、見学者全員に対し、同社カタログと

お土産（エコバック、オリジナルハンカチ）の贈呈や商

品の展示・販売を行うなど、楽しめるための仕組みづく

りや来訪者数の拡大に努めている。

徒歩

直接間近で見学

パンフレット（一般）、ビデオ（一般）、
製品陳列

－

－

　（株）セシールロジスティクス・志度ロジスティクス

センターのある香川県さぬき市は、県東部に位置する。

北部は瀬戸内海に面し、中央部は田園景観が広がる高松
平野、南部は讃岐山地となっている。降水量が少なく、

水田灌漑用のため池が随所にみられる。

　（株）セシールロジスティクスは、衣類等のカタログ

販売（通信販売）を行う（株）セシールの物流サービス

の企画・運営を行う会社として、2006年に設立され
た。志度ロジスティクスセンターは拠点施設であり、

1987年に（株）セシールが運用を開始した。

見学事業がスタートしたのは1990年である。受け入

れ対象は小学生高学年以上であり、2006年度の利用者

数は630人であった。最も多い客層は男女グループで、
次いで学生団体、業務視察の順となっている。リピート

比率は５％程度で、学生団体が多い。

小学生高学年以上

約600人

男女グループ、学生団体、業務視察

社員（兼務）

社内（マニュアル）

無料（広報活動費）

収益目的での提携はなし

ＨＰ・パンフ、産業観光推進組織、旅行会
社、商工会、行政など

現状よりも拡大

－ 西日本最大規模の通販物流センターでの流通工程の見学 －

 
 
 
 
 
 
 


